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文学の繁栄のもう 1 つの頂点に至った 80 年代に、新時期小説が数多く産出された。調べた
ところ、これらの小説のうち少なくとも 659 篇以上は日本人訳者によって日本語に翻訳さ
れ、中国の文化的イメージを構築した。 


















































時期は主に 1976 年から 1990 年までのため、ちょうど 1980 年代の日本人の中国認識にとっ












の出版社または組織によって公開刊行され、ISBN コード乃至 ISSN コードを有する、とい








の文化的イメージを考察する翻訳研究である。本研究では以下 3 つの研究目的を設定する。 
















Even-Zohar 1979: 288）。 
翻訳研究においてこうしたシステムの研究パラダイムを提起したのはルフェーブルであ
































いては、以下の 4 つの段階を追って行うこととする。 
まず、新時期小説翻訳の特徴と傾向を総体的に把握するため、新時期小説の翻訳リスト






サーチ（http: //iss.ndl.go.jp/）と NII 学術情報ナビゲータのうちの「日本の論文をさがす」
（http://ci.nii.ac.jp/）と「大学図書館の本をさがす」（http://ci.nii.ac.jp/books/?l=ja）で検索す






                                                             
















   
1.5 論文構成と各章概要 
 本研究は 7 章からなる。第 1 章は本研究の性質・目的・方法に関する説明である。 





 続いて第 3 章では日本における新時期小説の全体的な翻訳状況に対する考察を通じ、日








る。翻訳により構成する中国の文化的イメージをこの 3 つの次元かなら成るものと考える。 
 この 3 つの次元に基づき、後の 3 つの章において次元ごとにそれぞれ 1 つの典型例を取
り上げ、翻訳によっていかに中国の文化的イメージが構築されたかを説明する。 











一方、ST に秘められた生のエネルギーを日本人読者に伝える「忠実」な TT を産出した形
で、文学的価値の二重性を作り出した。 
















































許（2000: 7）は、中国 80 年代の知識パラダイムの特徴は中国の諸問題を中国/西側、伝統
/現代などの二元対立の枠組みに入れて分析することであると指摘する。「新時期」という名
詞の登場もこのような二元対立のパラダイムから生じる。1976 年に文革の指導者「四人組」





1979 年 10 月、周揚5は全国第四回文芸者代表大会において、『継往开来，繁荣社会主義新時
期的文学』（『前人の事業を受け継ぎ、将来の発展に道を開け、社会主義新時期の文学を繁

























文革終結後の 1976 年から 1979 年までの一部の小説は啓蒙理念や、一般人の生活への関









る。新時期小説の終焉に関して、学界では主に 2 つの説がある。1 つは、新時期小説は 80
年代小説の同義語である。例えば、楊（2009: 4）によると、学術界は 80 年代の中国大陸に
おける文学を「新時期文学」または「80 年代文学」と命名した。多くの文学史著書でこの
2 つの概念は互いに置き換えができる。賀（2010: 14）も「新時期」と「80 年代」は時期範
疇からみて相当重なっていると述べた。もう 1 つの説は、新時期小説は今まで続いている
とするものである。例えば陶東風は 2008 年に『中国新時期文学 30 年』を編集し、これま
での中国大陸の全ての文学作品、文学現象を新時期文学のカテゴリーに帰結した。この 2












よい変化が起きたように感じられるのである。     
                                                             

























時期小説の文学現象は様々であるが、およそ 1985 年を境に時期区分ができる。1985 年まで
の新時期小説は「国家文学」の形で、殆どの作品は社会主義リアリズムの手法によって「社
                                                             























                                                             
10「社会主義新人」とは、「四つの現代化」を達成するための奮闘者。――邓小平「全国第四回文芸者代表
大会の祝辞」 


















った（洪 2007: 291）。ここでの「西側モダニズム」とは 80 年代中国の文脈での特定概念



























































































                                                             
15 原文のまま。1989 年に井口が翻訳したのは『現代中国文学選集 6：莫言』である。本研究では作品名の
『赤い高粱』（1989 年版）を使用する。また 1990 年に井口は『現代中国文学選集 12：莫言』（本研究で『続 
赤い高粱』（1990 年版））を翻訳したが、劉はこの本に言及していない。 
 28 
第 3 章 日本における新時期文学の翻訳の全体像と翻訳によって構築された中国の文化的
イメージの 3 つの次元 
本章には 2 つの研究目的がある。1 つは日本における中国新時期小説の翻訳の概観と特徴
を整理することである。もう 1 つは TT の前書と訳後記に対する考察により、翻訳が構築し




ける中国新時期小説の TT リスト」16により、2014 年までに少なくとも 659 篇の新時期小説
の TT が日本の公開出版物として刊行されている。このうち、1978 年から 1986 年までの 9











 本研究では 1970 年代末期から 1986 年までは日本における新時期小説翻訳の黎明期と定
                                                             
16 リストの選択基準、参考資料、凡例は付録を参照 


























                                                             













 上記の 2 冊の訳本に続き、1981 年に相浦が王蒙の意識流小説『胡蝶』を翻訳した。『胡蝶』










                                                             






版された。1982 年から 1988 年にかけて出版された 6 冊の『中国農村百景』作品集シリーズ
は、山西省の公式な文学誌『汾水』（1982 年には『山西文学』に改名）の 1980 年から 1985
年にかけて掲載された一部の小説を底本にした農村題材の作品集である。一方、1985 年 4
月に出版された『キビとゴマ』作品集は 80 年代の女性作家の活躍に目を向け、異なる世代















出版形態 作品名（出版年） 訳者 出版社 収録作品数 冊数 
作品集 『傷痕』（1980） 工藤静子&西脇隆夫 日中出版 7 1 
単行本 『胡蝶』（1981） 相浦杲 みすず書房 1 1 
                                                             
21 辻康吾への電話インタビュー、2013 年 12 月 14 日。 
22表にいれる訳本以外に、柴田清伊知が翻訳した『現代中国中編小説選』がある。但し、この小説は非売品
であり、公開発行したものではないため、本研究の考察対象から除外する。本の情報は国立国会図書館リ




亜紀書房 3 1 
作品集 『中国農村百景』 
（1981-1988） 
小林栄 亜紀書房 7.8.5.6.8.4 6 
単行本 『小説 張春橋』（1982） 阿頼耶順宏&竹内実
&吉田富夫 
中央公論社 1 1 
単行本 『海誓』（1982） 黎夏、青木俊 エイジ出版 1 1 
作品集 『現代中国短編小説選』
（1983） 
上野廣生 亜紀書房 10 1 
作品集 『ひなっ子』（1984） 永田耕作 朝陽出版 10 1 
単行本 『北京の女医』（1984） 田村年起 第三文明社 1 1 
単行本 『人、中年に到るや』
（1984） 
林芳 中央公論社 1 1 
作品集 『キビとゴマ』（1985） 加籐幸子編、辻康吾
訳 
研文出版 5 1 
合計 78※ 16 
※短編小説「児女情」、「愛・忘れ得ぬもの」、中編小説「人、中年に到るや」はそれぞれ 2 つの平行テクス
トがあるので、日本語訳された新時期小説の ST は 75 篇があり、日本語の TT は 78 篇がある。 
 
上記の訳本以外、各雑誌に散在する新時期小説の TT も若干存在する。このうち、西脇と
工藤が最初に TT を掲載した、日本中国友好協会が主宰する『日中友好新聞』には 1985 年
までに 8 篇の新時期小説の TT を掲載した。島根大学中国文学研究室による『中国少数民族
文学』は 5 篇の少数民族文学の TT を含む。また『日本と中国』や『早稲田文学』などの雑
誌にも少ないながら新時期小説の TT が見つかった。 
 33 
一覧表からみて、80 年代前期の新時期小説の訳本の大部分は短編、中編小説の作品集で
ある。作品集には TT が 73 篇収録されている。これに対し、単行本の TT は 5 篇しかない（こ
のうち純文学は 3 篇しかない）。 


















































































もう 1 つは、日本国民の「日中友好」意識である。 
1980 年代東西陣営の緊張緩和や冷戦構造の不安定化などの国際背景、長期にわたる日本
民間の対中外交政策への反動と相まって、1978 年 10 月に日中平和条約を調印した日中両国
はやがて「ハネムーン」時期に入った。日本内閣府が行った「外交に関する世論調査」に
よると、中国に対して「親しみを感じる」日本人（の割合）は、国交が回復した 1978 年の










に認識されて、日本で翻訳された例もある。例えば 1981 年 11 月に初版された古華が著した
長編小説『芙蓉鎮』の翻訳は 1987 年 10 月に出版された。1983 年初版された陸文夫が著し
た中編小説『美食家』の翻訳も 1987 年 10 月に出版された。 
 




































国語バイリンガルである。翻訳当時は KDD 嘱託社員を務めた。 




















『胡蝶』 相浦杲 大阪外国語大学教授 
『天雲山伝奇』 田畑光永 TBS 北京支局駐在員 
田畑佐和子 岩波書店編集者 
『小説 張春橋』 阿頼耶順宏 追手門大学教授 
竹内実 京都大学教授 
吉田富夫 仏教大学教授 
『海誓』 日下熙 文筆家 
青木俊郎 出版社主宰 
『中国農村百景』 小林栄 長野県都筑製作所勤務 
『現代中国短編小説選』 上野廣生 伊勢実業高校勤務 
『ひなっ子』 永田耕作 朝日新聞西部本社通信部 
『北京の女医』 田村年起 『外語文学』の同人（72 歳） 
『人、中年に到るや』 林芳 KDD 嘱託社員 
『キビとコマ』※ 辻康吾 毎日新聞外信部編集委員 
※加籐は「中国語がわからない」ため表に入れない。伊藤、下河、陶の三氏は協力者のため表に入れない。 








 このように、1986 年までの新時期小説の訳者の職業は多種多様である。総勢 16 人のうち
外国語文学翻訳の主力であるはずの研究者は 5 人しかいない（さらにうちの 3 人は 1 冊の
小説を共訳）。マスコミ関係者は 3 人で、その他が 8 人である。 










































野（1983: 342）は日中国交正常化の 1972 年の春から中国語の勉強を始めており、これは明
らかに日中友好を促進する目的が上野にあったことを裏付けている。工藤静子は日中友好


























                                                             
28「人民芸術家」、「語言大師」と称された現代中国最優秀の作家の１人で、多くの作品が日本語に翻訳され
ている。 
29 宇野木への対面インタビュー、2014 年 1 月 26 日。 
 43 
 
3.3 1987 年－1995 年の新時期小説翻訳状況 
 1987 年から 1995 年までは日本における中国新時期小説翻訳の「黄金期」である。TT の










翻訳専門誌については、1987 年の春、竹内好の教えを直接受けた 8 人の中国文学研究者
が『季刊 中国現代小説』（以下『季刊』と略称）を発足させた。『季刊』は 2 期まで発行
された。第Ⅰ期は 1987 年春から 1996 年 2 月にわたって計 36 号が発行され、その間に 164
篇の小説テクストが翻訳紹介された。このうちの大部分は新時期小説である（cf.第 4 章）。 
大規模なシリーズ作品については、1987 年以降、4 つの新時期小説シリーズが出版され
た。出版時期順にそってそれぞれを紹介する。 
 一番目の『80 年代中国女流文学選』（全 5 冊）は 25 篇の中国女流作家の短・中編小説、
加えて 3 つの資料文献を収録した。1 巻ごとに 1 つのテーマを設定し、このテーマに関わる
文学作品を収録した（表④参照）。『80 年代中国女流文学選』の翻訳団体は現代中国文学翻
訳研究会という、非常勤講師、定年退職者、図書館職員、家庭主婦 4 人の中国文学愛好者
からなる同人グループである。翻訳目的に関して、リーダーの南條（1986: 6-12）は 1986 年
 44 





第 3 章表④『80 年代中国女流文学選』出版情報一覧表 
巻数 テーマ 書名 出版年 
1 愛 錯、錯、錯! 1986 
2 文革 終着駅 1987 
3 若者 ラブレター 1987 
4 働く女 四人の四十女 1988 
5 世相 六月の話題 1989 
 




第 3 章表⑤『現代中国文学選集』出版情報一覧表 
巻数 書名 訳者 監修 出版年 
1. 王蒙 :  淡い灰色の瞳・他 市川宏, 牧田英二 松井博光, 野間宏 1987 
2. 古華 :  芙蓉鎮 杉本達夫, 和田武司 松井博光, 野間宏 1987 
3. 史鉄生  :  わが遥かなる清平
湾・他 
檜山久雄・ほか 松井博光, 野間宏 1987 
4. 賈平凹 :  野山―鶏巣村の人び 井口晃 松井博光, 野間宏 1987 
 45 
と・他 
5. 張辛欣 :  同じ地平に立って・
他 
飯塚容, 山口守 松井博光, 野間宏 1987 
別巻 遇羅錦 :  春の童話 松井博光, 近藤直子 なし 1987 
6. 赤い高粱 井口晃 松井博光, 野間宏 1989 
7. 小鮑荘 :  他 佐伯慶子 松井博光, 野間宏 1989 
8. チャンピオン :  他 立間祥介 松井博光, 野間宏 1989 
9. 美食家 :  他 陸文夫 松井博光, 野間宏 1990 
10. 王府井万華鏡 :  他 広野行雄, 柴内秀司 松井博光, 野間宏 1990 
11. 百合の花 :  他 松井博光 松井博光, 野間宏 1990 













                                                             





















 三番目の『発見と冒険の中国文学』シリーズ（全 8 冊）は 1989 年中国で大きな政治事件
が発生した後、藤井省三・山口守・宮尾正樹をはじめとする編集者たちが企画したもので
ある。このシリーズは 20 世紀中国語圏文学という発想に基づき編纂されたもので、1930 年
                                                             
31 千野択政への対面インタビュー、2013 年 11 月 10 日 























第 3 章表⑥『新しい中国文学』出版情報一覧表 
巻数 書名 原作者 訳者 出版年 
1.  棺を蓋いて 陳健功 岸陽子・齊藤泰治 1993 
2.  琥珀色のかがり火 ウロルト 牧田英二 1993 
3.  都市の困惑 崔紅一 大村益夫 1993 
 48 
4.  黒駿馬 張承志 岸陽子 1994 
5.  初恋 池莉 田畑佐和子 1994 
6.  縛られた村 朱暁平 杉本達夫 1994 
 
専門誌とシリーズという形態で翻訳された小説は 1987 年から 1994 年までの間に翻訳され
たものの大半を占めた。日中両国で評判がある新時期小説の大部分は上述のシリーズと『季
刊』で翻訳されたが、この時期になると新時期小説または新時期小説の内容を含む単行本
の出版についても 1987 年前より飛躍的に増加した。1995 年までに少なくとも 47 冊の単行
本が日本で出版された。単行本の翻訳で重要な現象はこの時期中国俗文学の日本における
登場であった。1 つは、『慈禧全傳』（訳本 11 冊）、『新・水滸伝』（訳本 1995 年までに 4 冊、










稲田文学』など）でも時折新時期小説の TT が掲載された。 
以上の出版物の総力によって、1987 年から 1995 年までの時期は日本における新時期小説
翻訳の黄金期といっても過言ではないだろう。1995 年までに、新時期小説の数多くの力作










 新時期小説の翻訳状態が 1987 年から一変した理由は以下の 3 つに帰結できる。 
 1 つ目は、新時期小説自身が大きな変化を遂げたことである。前述通り新時期小説の発展































































































































































に分けることができる。1970 年末期から 1986 年までの黎明期の間に、訳本は年間 1 冊、2
冊のペースで出版されていた。そして出版形態の多くは短編小説の作品集である。訳者の
構成は研究者、中国に関わる仕事に携わる者、中国語独学者など多様性があった。1987 年
























た。次の第 4 章、第 5 章、第 6 章では、典型的ケーススタディを通して、翻訳がいかに上
































『季刊』は、第Ⅰ期と第Ⅱ期に分かれている。第Ⅰ期は 1987 年春から 1996 年 2 月まで
の間に計 36 号が発行され、その間に 164 篇の小説が翻訳、紹介された。第Ⅱ期は 1996 年
                                                             
37 朝日新聞 1988 年 7 月 22 日、夕刊、p.1 
 58 




ある日本人作家40、である。『季刊』は 2005 年に刊行を停止したが、3 年後の 2008 年春、『季
刊』の一部の同人は新メンバーを加え、新たな翻訳誌の刊行を模索した。この成果として
年 2 回刊の『中国現代文学』が創刊され、現在まで続いている41。 
 
 
  （写真：『季刊』第Ⅰ期の 1 号から 6 号） 
 
                                                             




http://www.mmjp.or.jp/sososha/pdf_file/syosetu.pdf 2014 年 6 月 9 日アクセス。 
40 千野拓政への対面インタビュー、2013 年 11 月 18 日 
41 『中国現代文学』に関しては、当該雑誌の HP: http://www.hituzi.co.jp/kotoba/syokai.html を参照。 
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4.2 『季刊』創刊の目的と竹内好との関係 




 人々の 暮らしと思い 








 明るい景色 暗い景色 
 写し取った図柄を ひとつひとつ 
 ならべ つなげ 












                                                             



















孫（2007: 123）によると、竹内好は少なくとも 2 世代の人々の世界観に影響を及ぼした



























1988 年 7 月 22 日、1 ページ）。 
市川「同人は現在 12 人。在籍する大学や職場はまちまちだが、多くはかつて都立大で故・竹内好教授の
教えを受けた研究者だ」（朝日夕刊 1991 年 4 月 3 日、9 ページ）。 
飯塚「十年前に発足した時の同人九人は、何らかの形で故・竹内好先生の教えを直接受けた人達でした」





竹内の同人に対する影響を、以下 2 つの面から考える。 
 
4.2.1 読書会の成立と竹内好との関係 
 竹内好からの影響の 1 つは、読書会の設立を促したという面である。市川が書いた『季



























                                                             
44 ちなみに、当時都立大中文研のもう一人の名教授、田畑佐知子の指導教員である竹内実は安保闘争のさ
























                                                                                                                                                                                  

















































事件発生後の第 11 号（1989/10/31）、第 12 号（1990/1/30）、第 13 号（1990/4/30）をみると、
この 3 冊には事件に影響された作家のうちの 1 人である鄭義の作品「遠い村」が収録され



















































 ただし、同人は第 10 号の編集後記において隠喩的表現で政治事件に対する自らの考えを














 また、事件に関する控えめな感想は同人の訳後記にも散見される。例えば、井口は 13 号
劉心武「忘れ傘」の訳後記には「この訳を終えたのは一年ほど前のことだ。その後、海を
隔てた者でさえ胸の動悸があらためて強まるような痛ましい事がつづいた」と述べた。13














つの部分から構成される。『季刊』には 2、3 行しかない訳後記もかなりあるものの、第 22
号でのウロウドの「雪」の訳後記は 2 ページにおよぶ充実した内容であるため、これを例
として説明しよう。訳後記の第 1 段落では原作者ウロウドの出自民族エベンキ族の基本情
















                                                             







新時期小説の ST を選択できる。近藤の学術的関心は 1985 年以降の中国モダニズム文学に
ある。特に女性作家残雪に関する研究業績が数多くあり、残雪の研究者として知られてい
る。選集シリーズでの ST 選択とは対照的に、第 I 期の『季刊』では、近藤は 13 篇の小説




















 『季刊』が創刊された 1987 年の頃には、すでに中国では 1985 年以前に主流であったリ
アリズム文学は下火になっており、西側の文学思想を参考にする文学作品が開花する状況
にあった。にもかかわらず、『季刊』では、新時期の中国文壇に存在したあらゆる文学思潮















 同じく 4 篇の作品が収録された史鉄生は下半身麻痺という障害を負う体験をしたために、
彼の作品には生命と人生に対する特別な思考と悟りがある。彼の生活をめぐる「随想」、及
び抽象的な世界を描き哲学的な問答が交わされる「哲理小説」は同人の間で関心が高かっ
                                                             
48 飯塚容「『季刊・中国現代小説』の歩みを振り返って」http://www.mmjp.or.jp/sososha/pdf_file/syosetu.pdf、




 少数民族作家の紹介を続けたことも、『季刊』の特色の 1 つである。同人の牧田英二は、
専攻が中国の少数民族作家の文学であるため、『季刊』第Ⅰ期では少数民族作家が書いた小
説を 17 篇翻訳して収録している（表①を参照）。 
 
第 4 章表①少数民族作家の内訳表 
名前 民族 篇数 
艾克拜尔米吉提（アクバイルミギティ） ウイグル族 1 
乌热尔图（ウロウド） エベンキ族 4 
扎西达娃（ザシダワ） チベット族 4 
色波（セボウ） チベット族 1 
丹珠昂奔（デズウアンベン） チベット族 2 
赵大年（チォオウ ダネン） 満族 1 
边玲玲（ベン リンリン） 白族 1 
蔡测海（ツァイ ツェハイ） 土家族 2 






                                                             
49 第Ⅰ期第Ⅱ期を通算すれば、史鉄生の作品は 7 名の同人が翻訳した 16 篇で、掲載作品の内もっとも多か
った。飯塚容「『季刊・中国現代小説』の歩みを振り返って」http://www.mmjp.or.jp/sososha/pdf_file/syosetu.pdf、












4.3.3 中国人の精神力を伝える   
 『季刊』では、日本人の世界を広げようとする究極的目標を実現するために、もう 1 つ
の指導的思想が貫かれていると見ることができよう。それは中国人と日本人の同情喚起、
及び中国人の精神力を日本人に伝えることである。 
例えば、1995 年 1 月 17 日、兵庫県南部地震により阪神・淡路大震災が発生し、被災地域
では 6,400 名以上の死者が出た時、竹内良雄は 1996 年 2 月 29 日に出版された『季刊』第
































                                                             


































市川は第 1 号の最後に次のように書く。 
 





 文章から 2 つのことが読み取れる。一つは、製本の具体的な流れと使用機械の規格を逐
一記入し、その機械を使える新人（の増加）に期待するということである。この結果、第 2






                                                             
51 増えた 6 人は、近藤直子、飯塚容、千野拓政、竹内良雄、渡辺新一、金子わこ。 
52 市川宏「《季刊 中国現代小説》 第一期完結に際して」『蒼蒼』第 67 号













このような方式で出版された『季刊』第 1 号から第 22 号の単価は 700 円程度である53。
しかしながら、のちに製作諸費用が徐々に増加したうえ、さらに 1992 年 10 月に中国がベ
ルヌ条約へ加入し、許可無く無償で中国作家の作品を公開出版することができなくなった
た。このような背景から『季刊』第 23 号から第 36 号までの単価は 1,236 円になる。『季刊』








                                                             
53
























                                                             
54 市川宏「《季刊 中国現代小説》 第一期完結に際して」『蒼蒼』第 67 号
http://www.mmjp.or.jp/sososha/soso/soso067.html#SO2、2014 年 6 月 4 日アクセス 
55 中村公省「『竹内実全集』を！」http://www.21ccs.jp/soso/takeutisenseituito/tuitoubun_nakamura.html、2014
























                                                             



















先に少し触れたが、中国が 1992 年 10 月までベルヌ条約に加入していなかったことは、
新時期小説の日本での翻訳出版にとって絶大に有利な条件であった。『季刊』の場合、第Ⅰ
期の 23 号と 24 号が発行される間に、中国がベルヌ条約に加入した。これに対する『季刊』
のすばやく適切な対応は『季刊』の発行を保障することとなった。 
従来、同人は原作者との交渉の手間も著作使用料も無い状態で、気に入った中国作家の
小説を翻訳し、出版できていた。『季刊』は 1992 年 10 月までに第Ⅰ期 36 号のうちの 3 分
の 2 にあたる 23 号を出し、小説を計 109 篇（連載は 1 篇とする）を翻訳した。 
                                                             
57 引用者による暗号化、原文には数字がでる。 
58 市川「《季刊 中国現代小説》 第一期完結に際して」『蒼蒼』第 67 号
http://www.mmjp.or.jp/sososha/soso/soso067.html#SO2、2014 年 6 月 4 日アクセス 
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事実上手数料などの問題があるため、同人側からの送金はそれぞれ 45 ドル、90 ドルにな
る。当時の平均為替レートで換算すれば 5,580 円、11,160 円ぐらいになる。同人のこれらの
措置に対し、殆どの中国作家は好意を示し、載せることを快諾する。これにより『季刊』
の運営存続が可能となった。 

































































                                                             
59 田畑佐和子へのメールインタビュー、2014 年 4 月 16 日。 
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60 井口にとって『赤い高粱一族』が理想的文学作品ではないならば、井口はなぜ翻訳を引き受けたのかを












わらず全ての TT を下表に入れる）。 
 
第 5 章表① 莫言小説の訳本一覧表（出版年順、2014 年 5 月 5 日現在） 
書名 種別 訳者 出版年 
現代中国文学選集 6 赤い高粱 中編選集 井口晃 1989（2003 再出版） 
現代中国文学選集 12 赤い高粱 続 中編選集 井口晃 1990（2013 再出版） 
中国の村から :  莫言短篇集 短編選集 藤井省三, 長堀祐造 1991 
花束を抱く女 短編選集 藤井省三 1992 
酒国 :  特捜検事丁鈎児の冒険 長編 藤井省三 1996 
現代中国短編集（合集の内 2 篇）* 短編 藤井省三 1998 
豊乳肥臀（上、下） 長編 吉田富夫 1999（2014 再出版） 
至福のとき :  莫言中短編集 中短編集 吉田富夫 2002 
白檀の刑（上、下） 長編 吉田富夫 2003 
白い犬とブランコ :  莫言自選短
編集 
短編選集 吉田富夫 2003 
四十一炮（上、下） 長編 吉田富夫 2006 
 86 
転生夢現（上、下） 長編 吉田富夫 2008 
イリーナの帽子 :  中国現代文学
選集（合集の内 1 篇） 
短編 立松昇一 2010 
牛 築路 中編選集 菱沼彬晁 2011 
蛙鳴 長編 吉田富夫 2011 
中国現代文学 9（合集の内 1 篇） 短編 立松昇一 2012 






天堂狂想歌 長編 吉田富夫 2013 
透明な人参 :  莫言珠玉集 中短編集 藤井省三 2013 
変 中短編集 長堀祐造 2013 




















①1989 年から 1992 年の間に、莫言文学の翻訳は短編中編を中心として行われた。②1993
年から 2012 年までには、長編と短編・中編が半分半分の割合で翻訳された。③2013 年から、
ノーベル文学賞受賞（2012 年）の影響で、莫言は世界から注目されると同時に、研究者と
出版社の間で注目の的にもなる。2012 年 10 月のノーベル賞受賞から 2014 年 10 月までの 2









「紅いコーリャン」が 1989 年に日本で上映された勢いにのり、井口は 1989 年と 1990 年に
当該映画の原作、莫言の『赤い高粱一族』62を翻訳し、徳間書店が刊行した『現代中国文学
                                                             
61 飯塚容「（ニュースの本棚）ノーベル賞の莫言 したたかに生きる庶民を描く」、朝日夕刊、p.13、2012
年 10 月 28 日。 
62 井口の使用した ST は『紅高粱家族』（解放軍文芸出版社、1987）によって出版されたものである。本
研究で参照する ST は『紅高粱』（作家出版社、1995）である。内容は同一だと思われる。 
 88 
選集』のうちの 6『赤い高粱』（以下「1989 年版」）と 12『赤い高粱 続』（以下「1990 年
版」）として出版した。『赤い高粱一族』は 5 篇の中篇小説からなる小説群である。『赤い高
粱』は前の 2 編「赤い高粱」、「高粱の酒」からなるものであり、2003 年に岩波書店によっ
て文庫化され、2012 年までに 7 刷り発行された（以下「2003 年版」）。『赤い高粱 続』は
後ろの三編「犬の道」、「高粱の葬礼」、「犬の皮」からなるものであり、2013 年に岩波書店
によって文庫本の形で再出版された（以下「2013 年版」）。文庫版の TT は『現代中国文学選
集』とほぼ一致し、際立つ書き直しはみられないようである。本研究では、『赤い高粱一族』





































































































1986 年 7 月出版の『東方』に掲載された「莫言の中篇小説「金髪婴児」」において、井口
は 1985-1986 年の莫言の小説の発表状況に触れつつ、「枯れた河」と「金髪婴児」に対する












 井口が 2 回目に莫言について言及したのは、1987 年 1 月 21 日に東京の中国研究所で行わ
れた座談会の時である。 



































 井口は『赤い高粱』1989 年版、2003 年版、及び『赤い高粱 続』1990 年版の後書きで、
作品に対して批判を書き加えた。井口の批判は主に「ハンセン病者差別」、「下品な表現」、



































































気持ち悪さは、日本軍による人皮剥きと生殖器切りにある。           （李 1988/2006: 191） 

























































ただの荒々しさを売り物にする、それこそ「根」なしの小手先芸におわりました。                                                                                                                                          
 














えのある作品を書いてもらいたい。これは、「真面目」な希望である。     （『季刊』第 15 号：124） 
 










は大量にある。このような文章を以下に 3 つのタイプに分類して整理しておく。 
まずは、井口の翻訳を無視の態度で対応することである。代表的文章は、中国作家協会
 101 






















                                                             






 最後は井口の批判の中身を検討することである。莫言作品のもう 1 人の訳者藤井は 1989
年から 1995 年までに、井口の莫言批判の中身に対して、学術上の論争を行った。藤井が様々
な文章で井口の莫言批評に言及したが、ここでは井口の批評に対する態度の変化を端的に















                                                             
64 人民日報海外版日本月刊「第 2、第 3 のノーベル賞受賞を目指す中国――神戸国際大学・毛丹青教授×

















てか、日本ではあまり話題にならなかったのは残念だ。              （藤井 1996：289） 
  
 『酒国』以降、藤井は井口の莫言批評を批判的態度でとらえてきた。例えば、藤井（2002/




                                                             
65 実は藤井は『紅い高粱一族』の TT に増刷なしと指摘したが、2002 年より 1 年後の 2003 年、『紅い高粱』
は岩波書店の文庫本の形で再版した（つまり本研究での「2003 年版」）。但し、日本で人気映画「紅いコー













5.4.4.1 文学作品の創作に対する 2 重の制限 
 文学作品の創作は常に 2 重の制限を受けている。1 つは作者の生活経験、生きる時代の文
脈など、作者からの制限である。もう 1 つは、作品が語る時代の文脈からの制限である。


























































































ST：调查的重点，就是我父亲参加过的，在墨水河边打死鬼子少将的著名战斗。     （1995：304） 
 TT：調査の重点は、父も参加した戦い、墨水河傍で鬼子（鬼子は、もともと洋鬼子＿外国からの侵略者
に対する憎悪をこめた蔑称。日本人は東洋または日本鬼子と呼ばれた）の少将を撃ち殺した、あの有名な
戦闘であった。                                   （1989：19） 
 
 ここでは、「鬼子」は日本からの侵略者という意味である66。井口は「鬼子」という語を








 ST：太君，这个女人，大大的疯了的有。                       （1995：308） 
 TT：太君、這個女人、大大的瘋了的有（上官ドノ、コノ女、オオイ二狂ッテイルノアリマス。ここでは
傀儡軍の兵士が、当時の日本植民者や日本軍流の“中国語”をまねて話している）。    （1989：25） 
 
 通常の日本語の語順は SOV、中国語の語順は SVO である。しかしながら、ST で莫言は







素を利用し、特別な美学効果を達成する(ibid:33-34)。井口は ST の表現のまま TT に移した
上で、説明を付ける。これによって日本人の読者が理解できると共に、滑稽さも表現され
るだろう。このような「複写」と「割注付け」を併用する方法で翻訳される例が『赤い高









的院子里，飞舞着成群结队的绿头苍蝇。                       （1995：42） 
TT：単扁郎は白や黄色の膿だらけの麻風病だという者。彼らは言った。単家は塀の外まで腐肉のにおい
がする、庭にはぎん蠅がうじゃうじゃとびまわっているぞ。              （1989：77） 
 
ST：天，你认为我有罪吗？你认为我跟一个麻风病人同枕交颈，生出一窝癞皮烂肉的魔鬼，使这个美丽的
世界污秽不堪是对还是错？                                                          (1995:70) 
TT：神様、あたしは罪人なのでしょうか。あなたは、あたしが麻風病の男と枕をかわして、肉のただれ
た化け物を犬ころのように産み、この美しい世界をめちゃくちゃに汚したほうがよかったとおっしゃるの
























喝酒最能爱的地方。                               （1995：2） 
 TT：高密県東北郷は地球上でもっとも美しくて、醜く、もっとも超俗的で、俗っぽく、もっとも清らか
で、汚らわしく、もっとも雄々しくて、人の道にはずれ、もっともよく酒をくらい、愛しあうのにふさわ





す「最」を 10 回使っている。TT では、井口は「最」と同じ意味の「もっとも」を 5 つの形





























いのです。ああ、神さま……                          （1989：100-101） 
 











井口は、ST に比較的忠実な考えに基づき、特定の意味を持つ単語または短文及び ST の

































それらの読後感は 1980 年代末の読者の観点を必ずしも代表できるとは限らない。 
 
5.6.2 『赤い高粱』の読者反応 









を掲載している URL を明記する（表②を参照）。 
 
第 5 章表②読者感想コメントの掲載ページの内訳表 
数量 掲載ページ URL（2014 年 11 月 1 日から 3 日までにアクセス） 





73 読書メーター http: //bookmeter.com/b/4006020791 
1 個人ブログ A http: //d.hatena.ne.jp/nisijimadokusyo/20121107/1352272554 
1 個人ブログ B http: //sekitanamida.hatenablog.jp/entry/2012/01/01/143000 
1 個人ブログ C http: //donhenley.blog.so-net.ne.jp/2013ー02ー19 
1 個人ブログ D http: //gomitsu.cocolog-nifty.com/blog/2013/01/post-7e62.html 










第 5 章表③『赤い高粱』コメントに出るキーワード一覧表（前 10 位+2） 
順位 キーワート 出現頻度 
1 抗日戦争（反日、抗日、日本軍の暴行、etc） 28 
2 残酷（残忍、グロイ、暴力、殺戮、etc） 27 
3 ノーベル賞（ノーベル賞受賞、etc） 24 
4 エネルギー（エネルギシュ、生きる力、etc） 23 
5 おもしろい（etc） 13 
5 フォークナー、ラテンアメリカ文学（マルクス、リョザ、etc） 13 
 116 
7 （マジック、チャイニーズ、etc）リアリズム 10 
8 生臭い（血臭い、etc） 8 
8 下品な表現（糞、尿、etc） 8 
8 映画「紅いコーリャン」（映画、映画「紅い高粱」、etc） 8 
- ハンセン病、差別的な表現 2 

































（徐 1990: 1） 
 ②莫言が全力を挙げて褒めているのは、偉大な戦争（日中戦争: 引用者注）のため高まる民族精神では
なかろうか。                           （雷 1987/ 1990: 129-130） 
















いか。    































これに関する研究成果がすでに山ほど残されている（cf. 孔&施 2006、張 1990、etc）。「エ
ネルギー」に次ぐ読者の感想は、「おもしろい」である。コメントからみて、この面白さは


































































 まず、全体との比率からみて、自分が読んでいるのが莫言の ST ではなく、井口の TT で
あると意識している読者が少なからずいる。さらに、この中には「訳文なので、文体とい
う表現が適当かどうかわかりません」のような、ST と TT との区別を意識する読者までい
る。 





む読者の殆どは TT と ST の対照をしない（できない）ため、彼らの TT の良し悪しの判断
基準は非常に曖昧であろう。例えば、コメント④「原書を読めたらいいのだけど。」67は「TT
の質が悪いため ST を読んでみたい」のか、それとも「TT を読んで、ST でも読みたくなっ
た」のかは、文脈からは判断しにくい。 
 もう 1 つは、訳文における注である。井口が使用する割注は常にテクストの流暢性を切





























































続いて第 6 章では莫言のもう 1 人の訳者藤井省三が 1990 年代において四位一体の莫言像
を構築することによって、莫言文学の価値を肯定する一方、知識人を含む一般民衆と共産















                                                             
68 1991 年に出版した『中国の村から :  莫言短篇集』では長堀祐造も翻訳の作業に参加したが、長堀は後
書など書いていなかったため、莫言像の構築にさほど関与していなかった。 














6.1 1989 年の政治事件による藤井の中国文学研究上の転換 
1989 年 6 月に中国北京で大きな政治事件が起こった。日本内閣府による「外交に関する








 藤井は 1988 年から現在までずっと東京大学に在職している。1980 年代、藤井はすでに中
                                                             
70 「中国の武力鎮圧に抗議声明 学者・評論家ら 51 人」「朝日新聞」、朝刊、1989 年 6 月 6 日、p.30 
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国現代文学の研究者として活躍していたが、彼が中国同時代文学に関心を寄せるようにな




第 6 章表① 1989.6-1990.10 の間の藤井の研究業績一覧表71（中華人民共和国時代の文学に関与する業績は
太字） 
文章名 掲載雑誌 出版年 
共和国の興亡と中国文学 (中国文学の現在―激動の半世
紀<特集>) 
ユリイカ vol.21-13 1989-10  






中国,砕ける―開高健と老舎の死 (開高健<特集>) ユリイカ 第 22 巻第 8 号 1990-7 
詩人たちの共和国――魯迅から老木まで (世界の詩は,い
ま――80 年代の光と影<特集>) 








                                                             
71 CINII での検索結果：http://ci.nii.ac.jp/nrid/1000070156818(2014 年 12 月 10 日アクセス) 
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会主義にあこがれたから」だ。彼は「日中国交正常化後の初めての交換留学生として 79 年








2 つ目は文学史の編纂である。藤井は 1991 年に文学史的性格をもつ『中国文学この百年』












                                                             
72 「学び合って、日中近く 隣人付き合い、もっと（日中復交 30 年）」「朝日新聞」、朝刊、2002 年 9 月
24 日、p.11 
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『中国の村から』が初版 2,500 部のため、藤井は莫言に 221,400 日本円（約 15,000 人民元に






『発見と冒険の中国文学』は全 8 巻からなり、「20 世紀中国語圏」という理念に基づき、
中国大陸から香港・台湾まで、公開発表された文学作品から地下文学まで、1930 年代から
80 年代までと、幅広い作家の作品を収録する翻訳選集である（表②を参照）。このうち、藤
                                                             
73 藤井省三へのメールインタビュー、2015 年 1 月 15 日。同メールで藤井は莫言に送った最初の文通の内
容を提供してくれた。 
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（2014 年末までに、藤井は中国大陸作家のうち殆どこの 2 人の作品しか翻訳していない）。 
 
表②藤井の中国大陸作家の作品翻訳単行本一覧表（国立国会図書館サーチシステムにより整理） 
書名 原作者 出版社 出版時期 
古井戸: 鄭義 鄭義 JICC 出版局 1990 
中国の村から :  莫言短篇集 莫言 JICC 出版局 1991 
花束を抱く女* 莫言 JICC 出版局 1992 
中国の地の底で 鄭義 朝日新聞社 1993 
酒国 :  特捜検事丁鈎児の冒険 莫言 岩波書店 1996 
神樹 鄭義 朝日新聞社 1999 
透明な人参 :  莫言珠玉集** 莫言 朝日新聞社 2013 
*本論では「花束を抱く女」は 1991 年『人民文学』7・8 号合刊に掲載された莫言の中編小説を指す。『花
束を抱く女』は藤井の 1992 年の訳書を指す。 
























記の莫言像を構成する 4 つの要素をそれぞれ説明しよう。 
 




















                                                             

























                                                             






6.2.2 副構成要素①: 農民 

































ため、「莫言像」のもう 2 つの副構成要素として「受難者」と「抵抗者」が浮かび上がる。 
 
6.2.3 副構成要素②: 受難者 
























難である。藤井と莫言のインタビューからみて、莫言は 3 回の弾圧を受けたことがある76。 
 1 回目は莫言が 1987 年に『人民文学』で話題作「歓楽」を載せた後のことである。1990
年『人民文学』編集部は人事異動にあった。続いて 1990 年 7・8 月の合併号で新たに設け
られた「読者の声」欄の 6 通の投書のうち、2 通が莫言の「歓楽」を名指しで批判した。藤
井＆莫言（1992：206）によると、「こうして事件以来、莫言の作品は事実上の発表禁止と
なった」。 
 2 回目は莫言が『人民文学』の 1991 年 7・8 号に「花束を抱く女」を載せた時である。こ
れによって彼は復活を宣言したが、莫言と藤井の対談（1992a:195）において莫言は「花束
を抱く女」は「掲載に際しては大量に編集部の手が入っている」と打ち明けた。それゆえ、
                                                             



























































 藤井は、1990 年 7・8 号合刊の『人民文学』雑誌で、2 通の読者投書が莫言を名指しで批
判したという事例も紹介し、天安門事件以降中国文壇の保守派の巻き返しによって、莫言
の作品が事実上の発売禁止となったことを強調した。 

























また、藤井（2013：278）は莫言の復活を宣告した『人民文学』1991 年 7・8 月合併号に
掲載した「花束を抱く女」において「随所に無断の削除改変」があったと指摘した。「随所
に無断の削除改変」の内容を解明するため、筆者は『人民文学』における「花束を抱く女」
の ST、藤井の莫言の原稿にもとづく TT、そして 1995 年に作家出版社により出版された莫
言文学選集『鮮女人』における「花束を抱く女」の ST②を対照する方式を使用する。1995
年出版された『鮮女人』における ST では主人公の身分はすでに「中尉」に戻った。ST の
内容も『人民文学』における ST より藤井が莫言の原稿に基づき翻訳した TT に近いため、
1995 年において公開出版する莫言作品は 1990 年代初期より、莫言の原稿に接近するものと
考えられるだろう。 
対照したところ、『人民文学』に掲載された ST には大まかに 2 つのところで修正された










黄头发的，亚麻色头发的女人我都见过！”                         （1991:132） 
 藤井の TT：中尉は怒りがこみ上げてきて、声を荒げて言った。「いったい、どうしてろって言うんだ。
いいかい、広東や海南島の女なんか、ずっと綺麗で五〇もあれば“一発” できるんだぜ！」  （1992:135） 
 『鮮女人』の ST②：上尉有些恼怒上来，提高了声音说：“你打算干什么？告诉你，你这种女人我见过，
就算打你一炮，也不过 50块钱，你高贵，一百元总可以了！”                 （1995:465） 
 
























































































                                                             
77南方都市報の藤井省三へのインタビュー、同席者施小炜（当時中国上海の杉達大学の教授、村上春樹の翻
























心を示したが、それは主に 2 つの方面に向けられていた。1 つは 2 人の文学思想の共鳴であ























































ばなければならない。おそらく第三の道あるいは中間の通路は、すでに閉じられてしまったのである。                                                                            
（ibid:66-67） 
 




























































文学賞審査委員会主席 Per Wastberg によると、大江はかつて 5 年連続で莫言を推薦したこと




                                                             
79 許金龍「始自边缘的呼唤--大江健三郎评说莫言」
http://www.chinawriter.com.cn/wxpl/2012/2012-10-16/144007.html、2015 年 4 月 8 日アクセス 
80 重慶日報によるノーベル賞文学賞審査委員会主席 Per Wastberg へのインタビュー「莫言授奖词宣读人：
大江健三郎连续 5 年推荐莫言 」http://www.chinanews.com/cul/2012/12-10/4394403.shtml、2015 年 4 月 8 日ア
クセス 
81  中 国 新 聞 網 「 莫 言 诺 贝 尔 奖 “ 背 后 的 功 臣 ” ： 各 国 译 者 功 不 可 没 」
http://www.chinanews.com/cul/2012/10-24/4271171.shtml、2014 年 11 月 14 日アクセス。中国新聞網「莫言指
出翻译的重要性：“得诺奖离不开翻译”」 http://www.chinanews.com/cul/2012/12-08/4392592.shtml、2014 年 11

































第 7 章 日本で編纂された中国文学史にみる新時期小説 
 









































   
第 7 章表①「新時期小説の記述を含む日本で出版された文学史（初版年順）」 
書名 編纂者 出版社 初版年 
中国文学史* 前野直彬 東京大学出版会 1975 
                                                             
82 本章では姓が陳である人が 2 人（陳平原、陳思和）いるため、2 人のフールネームを使用する。 
83 日本人が最初に編纂した中国文学史に関しては、川合の研究以外戴燕（2002）『文学史的権力』にも参照。 
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中国文学この百年 藤井省三 新潮社 1991 
図説 中国 20 世紀文学 中国文芸研究会 白帝社 1995 
中国「新時期文学」論考 萩野脩二 関西大学出版部 1995 
新しい中国文学史 藤井省三・大木康 ミネルブァ書店 1997 






20 世紀の中国文学 藤井省三 放送大学教育振興会 2005 
中国語圏文学史 藤井省三 東京大学出版会 2011 
*同時代小説に関する部分は 1980 年に丸山昇、1998 年に釜屋修が補筆する。 
 
同時代小説の占める割合からみて、上記の 9 部の文学史は 3 つのタイプに分けることが
できる。 
 ①中国文学通史: 『中国文学史』 
 『中国文学史』では、新時期小説の占める割合がわずかに過ぎない。正文 310 ページの
うちに同時代文学が 7 ページの補筆ぐらいである（2000 年 25 刷の場合）。このうち、新時
期小説は 5 ページ前後の分量を占める。 
 ②20 世紀中国文学史: 『中国文学この百年』、『図説 中国 20 世紀文学』、『新しい中国文
学史』、『中国 20 世紀文学を学ぶ人のために』、『20 世紀の中国文学』、『中国語圏文学史』。 
20世紀中国文学史では、同時代文学に関する部分が全体の 1/4から 1/3前後の分量を占める。
このうちの一部は新時期小説に対する記述である。 
20 世紀中国文学史は 6 冊出版されたが、このうちの 4 冊、『中国文学この百年』、『新しい
中国文学史』、『20 世紀の中国文学』、『中国語圏文学史』は藤井省三によって編纂されたも
のである。『図説 中国 20 世紀文学』と『中国 20 世紀文学を学ぶ人のために』の 2 冊は中
 155 
国文芸研究会（以下「研究会」と略称）によって編纂されたものである。それゆえ、日本
で出版された 20 世紀中国文学史は「藤井系」と「研究会系」84に分けられる。 
「藤井系」の場合、後出した『新しい中国文学史』、『20 世紀の中国文学』、『中国語圏文
学史』のいずれも年代順にそって書かれている文学史である。同時代文学の内容には大き
な区別が存在しない。『中国文学この百年』は 1991 年までに出版した藤井の 20 世紀の中国
文学に関する文章選集で、前出した 3 冊の文学史の底本となっている。 
「研究会系」の場合、『図説 中国 20 世紀文学』（以下『図説』と略称）は学部生用の副
教材として開発されたため、図や原典テクストなどの一次資料が数多く含まれるのが特徴
である。そして、20 世紀の中国文学を 10 年毎に区切って、全 9 期に分類して概説をつける。
このうち、新時期小説に関する概説の執筆者はそれぞれ青野繁治と宇野木洋である。『中国
20 世紀文学を学ぶ人のために』（以下『学ぶ人のために』と略称）は 3 つのパートから構成
される。宇野木がパート 1、文学史の総論である「中国二〇世紀文学史」を執筆した。パー
ト 2 は「理論と制度」、「詩」、「小説」、「演劇」というそれぞれの各論で、研究会の同人を








                                                             




















































7.3.1 20 世紀中国文学とは何か 
1980 年代半ばまで、中国における 20 世紀の中国文学研究は、近代文学（中華民国建国前









ダイムを考案した。1985 年『文学評論』第 5 期において、黄子平、陳平原、銭理群の 3 人









彼にとって、20 世紀の中国文学を連続的に考察する理由は 2 つある。1 つは、中国での近
代的な学術的意味での「文学」は 20 世紀以降発祥したものであり、もう 1 つは、20 世紀の
中国文学は国家建設との関係の視点から考察できるためである。 
15 年後の 2005 年に出版した『20 世紀の中国文学』において、藤井は前書きの冒頭で「二
〇世紀以降の中国文学史とは、越境の歴史である。」と強調し、国家建設との関係以外に、
「越境」という 20 世紀中国文学のもう 1 つの共通性を発掘してみた。『中国文学この百年』
と比べ、本の内容も考察の視角の変化にそって、中国文学の越境の実践を記述する章が書
き加えられた。 
                                                             







含まれていた。本書が「20 世紀中国文学」でなく「中国 20 世紀文学」を表題に採用したのは、ことさら

















                                                             


























                                                                                                                                                                                  
の「中国語圏」の概念を運用していた。 
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 第 7 章表②『中国語圏文学史』に収録される新時期小説の作家と作品一覧表（文学史での掲載順） 
章立て:  











3 大江健三郎が語る鄭義、莫言への共感 鄭義（古井戸）、莫言（紅い高粱一族） 
4 天安門事件とエミグラント文学 阿城、劉索拉、鄭義（中国の地の底で）、劉心武、
莫言（花束を抱く女）、葉兆言、余華、蘇童、格非 
5 改革・開放の加速と上海のリバイバル  劉心武、莫言（豊乳肥臀、白壇の刑、酒国）、王安
憶（小鲍荘、長恨歌、桃の夭夭たる）、張抗抗（赤
い嵐）、池莉（水と火のもつれ合い）、鉄凝（大浴女） 
6 ポスト鄧小平時代の社会と文学  






































第 7 章表③『学ぶ人のために』で収録される新時期小説の作家と作品一覧表（文学史での掲載順） 
章立て 作家（作品） 








パート 2 二〇世紀後半の小説「書く」ことの意味  
1 知識人の宿命 
阿城（孩子王） 
2 不幸な代弁人 鄭義（神木） 
3 なにを「書く」か・どのように「書く」か 汪曾祺（橋辺小説三篇、小学同学） 










可欠であろう。しかし、総論の「第 4 四半世紀」において、20 名以上の作家の名前が取り
上げられたのに対し、作品名は「クラス担任」しか挙げていない。この理由は、宇野木に

















                                                             



































作家が誕生している。                                                                    （p. 143） 
『中国 20 世紀文学を学ぶ人のために』: 85 年頃より、欧米文学の単純な模倣という段階を超えた、「探
索文学」「新潮小説」「先鋒文学」などと総称される小説群が登場する。主な作家は残雪・劉索拉・余華・




を天安門事件の後に誕生した文学者として位置付けた。余華らの 3 人は 1985 年以降中国文
学革新の名作家である。余華の代表作「18 歳の家出」、蘇童の「1934 年の亡命」、格非の「迷












いう意味で儒教の名が掲げられたのであり、彼らの標的は共産党であったのだ。                 (p. 136) 
 『中国 20 世紀文学を学ぶ人のために』: この時期、欧米指向の状況に対する反省から、民族・伝統文化
の多様性に着目し、その生命力を描き出そうとした鄭万隆・鄭義・阿城・莫言などの「尋根文学」と呼ば





































































       
写真：『中国語圏文学史』             写真：『中国二〇世紀文学を学ぶ人のために』 
 
7.4 同時代文学における新時期小説の語り方 























第 7 章表⑤『論考』と『開放』での 1982 年文学事情の紹介の対照表 
書名 メインテーマと節のテーマ 字数 言及した小説家数/小説作品数（本文
と注を通算する）* 
『論考』 メインテーマ: 中国当代文学管見－1982 年
の小説について― 
節のテーマ: 四節があるが、テーマなし 
約 10664 22/22 











 説明用の材料はほぼ一致してはいるものの、2 冊の文学史は説明方式上、2 つの違いがあ
る。1 つは、『論考』の場合、文章は 4 つの部分から構成されるが、それぞれの節はテーマ
をもたない。一方、『開放』の場合、文章も同じく 4 つの部分から構成されるが、それぞれ
の節にテーマを付けて、節の内容が一目瞭然となっている。これは初心者に文章の構造と
テーマを容易に理解させようとする配慮であろう。もう 1 つ、字数は 3 倍以上の差がある
のに、言及した作家数と作品数がほぼ同じである。これによって初心者向けの『開放』で
の作品紹介は研究者向けの『論考』よりはるかに簡潔であることがわかるだろう。この簡




紹介は『存銭』の 8 行、多数の作品紹介は 2 行前後に止まる。 




























第 7 章表⑥ 文学史における新時期小説の翻訳状況に言及する一覧表 
書名 編纂者 新時期小説の翻訳状況 
中国文学史 前野直彬 言及なし 
中国文学この百年 藤井省三 訳者名・出版社・出版年 
図説 中国 20 世紀文学 中国文芸研究会 毎コラムの「研究資料」欄に当該原典の翻訳状況（訳
者名・出版社・出版年） 
中国「新時期文学」論考 萩野脩二 言及なし 
新しい中国文学史 藤井省三・大木康 言及なし 
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今泉の論文: TT の引用・訳者名・出版社・出版年 
20 世紀の中国文学 藤井省三 第 14 章 4「戦後における現代文学の研究と翻訳」で
一部の新時期小説の翻訳状況（訳者名・出版社） 
中国語圏文学史 藤井省三 言及なし 
 



















 ③文学史と新時期小説の TT を互いに観照する。 
 『学ぶ人のために』での今泉の各論「「書く」ことの意味」において、彼はそれらの小説
の TT を、20 世紀の中国にいる知識人の宿命と役割を説明する材料として取り上げた。論文
での引用であるため、今泉は TT の出版情報を詳しく記述した。例えば、阿城の小説「孩子
王」の場合、今泉は「邦訳に、『季刊中国小説』第Ⅰ巻第 5 号、田畑佐和子訳「新米教師て
んまつ記」/『現代中国文学選集 8 阿城 チャンピオン・他』徳間書店、1989 年、立間祥








































































本研究ではまず、日本で公開刊行された中国新時期小説の TT が少なくとも 659 篇以上あ
ることを明らかにした。それらの TT の訳者・出版社・出版年などの情報を整理した一覧表
を、本論の付録とした。作成した一覧表から、日本における新時期小説の翻訳は 1970 年代
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付録 日本における中国新時期小説の TT リスト 
 
選択基準（下記基準①から③までのいずれにもあてはまること） 
 ①翻訳された ST が 1976 年ごろから 1980 年代末までの中国大陸で出版された、中華人民
共和国国民によって書かれた小説。ただし 1980 年代すでに中国文壇で活躍してきた作家の
作品で、小説の作風が大きく変化しないものについては 1994 年までを含む。 
 ②日本人によって翻訳され、日本の出版社または組織によって公開刊行されたもので、
ISBN コード乃至 ISSN コードを有するもの。 
 ③ TT あるいは TT を掲載した出版物が国立国会図書館のサーチシステム
（http://www.ndl.go.jp/）、NII 学術情報ナビゲータ[サイニィ]のうちの「日本の論文をさがす」
（http://ci.nii.ac.jp/）と「大学図書館の本をさがす」（http://ci.nii.ac.jp/books/?l=ja）の 3 つのシ
ステムのうち、最低 1 つで検索可能なもの。 
 
主要な参考資料 












 ⑤659 篇の訳文のうち 644 篇の原物が確認できた。原物が手に入らなかった 15 篇の訳文
はイタリック太字で示す。 
 
 原作者 訳題 原題 訳者 収録書等 編・監修 出版社 発行年月 






1978 年 2 月 26
日から 








1979 年 5 月 13
日から 








1979 年 8 月 5
日から 
4.  陸文夫 献身―唐淋の場合 献身 
工藤静子・西
脇隆夫 
傷痕  日中出版 1980 年 2 月 





傷痕  日中出版 1980 年 2 月 
6.  李勃 阿恵 阿惠 
工藤静子・西
脇隆夫 
傷痕  日中出版 1980 年 2 月 
7.  廬新華 傷痕 傷痕 
工藤静子・西
脇隆夫 
傷痕  日中出版 1980 年 2 月 
8.  王亜平 冤罪 神聖的使命 
工藤静子・西
脇隆夫 
傷痕  日中出版 1980 年 2 月 











1980 年 2 月 17
日から 
10.  李勃 阿恵 阿惠 前野淑子 野草 25  
中国文芸研究
会 
1980 年 5 月 






1980 年 10 月 5
日から 
12.  劉心武 密供 密供 田所武彦 週刊朝日  朝日新聞社 
1980年 12月 26
日 






1981 年 2 月 8
日から 









1981 年 4 月 12
日から 
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15.  王蒙 胡蝶 胡蝶 相浦杲   みすず書房 1981 年 8 月 
16.  魯彦周 天雲山伝奇 天雲山傳奇 田畑佐和子 
天雲山伝奇―中国告発小説
集 
 亜紀書房 1981 年 10 月 
17.  劉賓雁 人妖の間 人妖之间 田畑佐和子 
天雲山伝奇―中国告発小説
集 
 亜紀書房 1981 年 10 月 
18.  徐明旭 転勤 調動 田畑光永 
天雲山伝奇―中国告発小説
集 
 亜紀書房 1981 年 10 月 








20.  高暁声 陳奐生町へ出る 陳奐生上城 岩田真佐子 日本と中国  
日本中国友好
協会（正統） 
1982 年 1 月 
21.  趙新 皆な同じ世界だ！ 一万和一万 小林栄 
中国農村百景―「山西文学」
短篇小説集 
 銀河書房 1982 年 3 月 
22.  張石山 くわの柄韓宝山 钁柄韓宝山 小林栄 
中国農村百景―「山西文学」
短篇小説集 
 銀河書房 1982 年 3 月 
23.  鄭義 降りつづく秋雨 秋雨漫々 小林栄 
中国農村百景―「山西文学」
短篇小説集 
 銀河書房 1982 年 3 月 






 銀河書房 1982 年 3 月 
25.  賈大山 趙三勤 趙三勤 小林栄 
中国農村百景―「山西文学」
短篇小説集 
 銀河書房 1982 年 3 月 
26.  韓文洲 秋の収穫の頃 秋收時節 小林栄 
中国農村百景―「山西文学」
短篇小説集 
 銀河書房 1982 年 3 月 
27.  馬烽 集団結婚式 結婚現場会 南条純子 日本と中国  
日本中国友好
協会（正統） 
1982 年 4 月 







中国研究月報 410  中国研究所 1982 年 4 月 
29.  劉心武 蘭州での再会 相逢在蘭州 山本信子 日本と中国  
日本中国友好
協会（正統） 








  中央公論社 1982 年 6 月 
31.  王蒙 寸草の憂い 悠悠寸草心 上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
32.  高暁声 李順大の家 李順大造屋 上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
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33.  蔣子龍 喬所長の着任 喬廠長上任記 上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
34.  茹志鵑 構成のまずい物語 
剪輯錯了的故
事 
上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
35.  茹志鵑 草原の道 草原上的小路 上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
36.  茹志鵑 女ごころ 兒女情 上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
37.  張潔 愛、忘れ得ぬもの 
愛，是不能忘記
的 
上野廣生 現代中国文学短編集 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 





上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
39.  陳世旭 小鎮の将軍 小鎮上的将軍 上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
40.  白樺 一束の手紙 一束信札 上野廣生 現代中国短編小説選 上野廣生 亜紀書房 1983 年 1 月 
41.  焦祖堯 ところてんの店で 涼粉攤上 小林栄 
中国農村百景Ⅱ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1983 年 2 月 
42.  潘保安 仕返し 報復 小林栄 
中国農村百景Ⅱ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1983 年 2 月 
43.  馬烽 山村のお医者さん 山村医生 小林栄 
中国農村百景Ⅱ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1983 年 2 月 
44.  李海清 かえるの鳴き声 蛙鼓声声 小林栄 
中国農村百景Ⅱ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1983 年 2 月 


































1983 年 5 月 






1983 年 5 月 


























1983 年 5 月 
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52.  張賢亮 邢老人と犬の話 
邢老漢和狗的
故事 
六木純 風にそよぐ中国知識人  文藝春秋 1983 年 10 月 






 銀河書房 1984 年 3 月 
54.  何亜京 夕風 晩風 小林栄 
中国農村百景Ⅲ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1984 年 3 月 
55.  胡正 元宵節 又是元宵 小林栄 
中国農村百景Ⅲ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1984 年 3 月 
56.  徐捷 野心家 野心家 小林栄 
中国農村百景Ⅲ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1984 年 3 月 
57.  沈治平 誕生日の贈り物 生日的礼物 永田耕作 
ひなっ子―最新中国短篇小
説集 
 朝陽出版社 1984 年 3 月 






 朝陽出版社 1984 年 3 月 
59.  趙大年 農園の大将 園頭 永田耕作 
ひなっ子―最新中国短篇小
説集 
 朝陽出版社 1984 年 3 月 
60.  鄧友梅 喜多村秀美 喜多村秀美 永田耕作 
ひなっ子―最新中国短篇小
説集 




活き仏物語 活佛的故事 永田耕作 
ひなっ子―最新中国短篇小
説集 
 朝陽出版社 1984 年 3 月 








 朝陽出版社 1984 年 3 月 






 朝陽出版社 1984 年 3 月 
64.  羊翬 首のこぶ 癭 永田耕作 
ひなっ子―最新中国短篇小
説集 
 朝陽出版社 1984 年 3 月 
65.  魯琪 ローちゃん 小鷺 永田耕作 
ひなっ子―最新中国短篇小
説集 
 朝陽出版社 1984 年 3 月 
66.  魯琪 ひなっ子 Y 蛋 永田耕作 
ひなっ子―最新中国短篇小
説集 
 朝陽出版社 1984 年 3 月 
67.  李准 マンゴー 芒果 白水紀子 早稲田文学 1985 年 4 月号  早稲田文学会 1984 年 4 月 
68.  諶容 
北京の女医―人、中
年に到れば 
人到中年 田村年起   第三文明社 1984 年 5 月 
69.  諶容 人、中年に到れば 人到中年 柴田清伊知 現代中国中編小説選  柴田清伊知 1984 年 8 月 
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柴田清伊知 現代中国中編小説選  柴田清伊知 1984 年 8 月 
71.  諶容 人、中年に到るや 人到中年 林芳 中公文庫  中央公論社 1984 年 12 月 






 銀河書房 1985 年 3 月 
73.  成一 陳家のできごと 記していない 小林栄 
中国農村百景Ⅳ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1985 年 3 月 






 銀河書房 1985 年 3 月 






 銀河書房 1985 年 3 月 
76.  王西蘭 麦播機の鳴る頃 記していない 小林栄 
中国農村百景Ⅳ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1985 年 3 月 
77.  王東満 朝焼けに燃える男 記していない 小林栄 
中国農村百景Ⅳ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1985 年 3 月 





研文出版 1985 年 4 月 





研文出版 1985 年 4 月 








研文出版 1985 年 4 月 










研文出版 1985 年 4 月 





研文出版 1985 年 4 月 





楠本紀子 早稲田文学 1985 年 4 月号  早稲田文学会 1985 年 4 月 
84.  鄭万隆 奇跡が起こった夜  
奇跡出現在那
天夜里 
白水紀子 早稲田文学 1985 年 4 月号  早稲田文学会 1985 年 4 月 
85.  鄭万隆 
誰かが戸をたたい
ている 
有人敲門 青木治人 早稲田文学 1985 年 4 月号  早稲田文学会 1985 年 4 月 












1985 年 6 月 
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ﾊﾞﾙ･ﾒｼﾞｯﾄ） 
88.  劉心武 担任教師 班主任 中井政喜 大分大学経済論集 37   1986 年 1 月 
89.  韓石山 部長と農村へ行く 陪部長下鄉 小林栄 
中国農村百景Ⅴ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1986 年 3 月 
90.  義夫 見通せない世の中 看不透的世事 小林栄 
中国農村百景Ⅴ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1986 年 3 月 








 銀河書房 1986 年 3 月 
92.  周宗奇 きれいな沙水河 清涼的沙水河 小林栄 
中国農村百景Ⅴ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1986 年 3 月 
93.  張平 糟糠の妻 糟糠之妻 小林栄 
中国農村百景Ⅴ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1986 年 3 月 
94.  馬烽 彭成貴じいさん 彭成貴老漢 小林栄 
中国農村百景Ⅴ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1986 年 3 月 
95.  李逸民 高天順という人 高天順其人 小林栄 
中国農村百景Ⅴ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1986 年 3 月 
96.  李鋭 老いのさびしさ 晩悵 小林栄 
中国農村百景Ⅴ―「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1986 年 3 月 





辻康吾 エコノミスト  毎日新聞社 1986 年 4 月 
98.  張辛欣 狂気の君子蘭 瘋狂的君子蘭 梶村真澄 季刊中国研究 3  中国研究所 1986 年 5 月 
99.  陳建功 楽しみを見つけて 找樂  早稲田文学 1986 年 5 月号  早稲田文学会 1986 年 5 月 
100.  劉心武 5.19 の望遠レンズ 五・一九長鏡頭 桜庭ゆみ子 中国研究月報 459  中国研究所 1986 年 5 月 
101.  曹冠龍 火 三個教授ー火 白水紀子 早稲田文学 1986 年 6 月号  早稲田文学会 1986 年 6 月 
102.  張賢亮 男の半分は女 
男人的一半是
女人 
北霖太郎   二見書房 1986 年 8 月 
103.  張賢亮 早熟 早安！朋友 北霖太郎   二見書房 1986 年 11 月 







 田畑書店 1986 年 12 月 








 田畑書店 1986 年 12 月 
106.  諶容 錯、錯、錯！ 錯、錯、錯！ 現代中国文学 80 年代中国女流文学選 1 南條純子 NGS 1986 年 12 月 
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翻訳研究会 錯、錯、錯！ 
107.  陳愉慶 壁 壁 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 1 
錯、錯、錯！ 
南條純子 NGS 1986 年 12 月 
108.  池莉 故郷の月 月兒好 
中国現代文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 1 
錯、錯、錯！ 
南條純子 NGS 1986 年 12 月 
109.  劉心武 如意 如意 中井政喜 
大分大学経済論集 38―4 
38―5 
  1987 年 1 月 
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琥珀色のかがり火 琥珀色的篝火 牧田英二 季刊中国現代小説 1  蒼蒼社 1987 年 4 月 
113.  何立偉 石工の歌 石匠留下的歌 井口晃 季刊中国現代小説 1  蒼蒼社 1987 年 4 月 
114.  高暁声 陳奐生町へ行く 陳奐生上城 杉本達夫 季刊中国現代小説 1  蒼蒼社 1987 年 4 月 
115.  戴厚英 ああ人間よ！ 人啊、人！ 大石智良 季刊中国現代小説 1・2・3  蒼蒼社 
1987 年 4・7・
11 月 
116.  張承志 緑夜 綠夜 岸陽子 季刊中国現代小説 1  蒼蒼社 1987 年 4 月 
117.  馮驥才 BOOK! BOOK! BOOK! BOOK! 市川宏 季刊中国現代小説 1  蒼蒼社 1987 年 4 月 






光人社  光人社 1987 年 5 月 
119.  祁放 いのちの夏 生命的夏天 伊藤敬一 季刊中国 9  
季刊中国刊行
委員会 
1987 年 6 月 
120.  王安憶 終着駅 本次列車終点 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 2 
終着駅 
南條純子 NGS 1987 年 7 月 
121.  張抗抗 愛する権利 愛的權利 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 2 
終着駅 
南條純子 NGS 1987 年 7 月 





80 年代中国女流文学選 2 
終着駅 
南條純子 NGS 1987 年 7 月 
123.  余未人 星のきらめき 星光閃粲 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 2 
終着駅 
南條純子 NGS 1987 年 7 月 
124.  劉俊民 月清く 月色清明 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 2 
終着駅 
南條純子 NGS 1987 年 7 月 
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125.  李功達 青いスカーフ 藍圍巾 岩佐昌暲 中国語 331  内山書店 1987 年 7 月 
126.  劉索拉 滑走路 跑道 近藤直子 季刊中国現代小説 2  蒼蒼社 1987 年 7 月 









星のない夜 没有星光的夜 牧田英二 季刊中国現代小説 2  蒼蒼社 1987 年 7 月 
129.  劉真 黒旗 黑旗 田畑佐和子 季刊中国現代小説 2  蒼蒼社 1987 年 7 月 
130.  祁放 ふるさとの柿 故鄉的柿子樹 伊藤敬一 季刊中国 10  
季刊中国刊行
委員会 
1987 年 9 月 
131.  馮驥才 100 人の 10 年 
一百個人的十
年 
大里浩秋 季刊中国研究 8  中国研究所 1987 年 9 月 
132.  陸文夫 美食家 美食家 陳謙臣   松籟社 1987 年 9 月 












徳間書店 1987 年 10 月 









徳間書店 1987 年 10 月 












徳間書店 1987 年 10 月 









徳間書店 1987 年 10 月 










徳間書店 1987 年 10 月 









徳間書店 1987 年 10 月 







徳間書店 1987 年 10 月 








徳間書店 1987 年 10 月 




徳間書店 1987 年 10 月 
143.  史鉄生 
命は琴の弦のよう
に 




徳間書店 1987 年 10 月 




徳間書店 1987 年 10 月 









徳間書店 1987 年 10 月 




徳間書店 1987 年 10 月 
147.  賈平凹 
野山ー鶏巣村の人
びと 




徳間書店 1987 年 10 月 




徳間書店 1987 年 10 月 
149.  張辛欣 わが世代の夢 
我們這個年紀
的夢 




徳間書店 1987 年 10 月 
150.  張辛欣 同じ地平に立って 
在同一地平線
上 




徳間書店 1987 年 10 月 
151.  遇羅錦 春の童話 春天的童話 
松井博光・近
藤直子 
現代中国文学選集 別巻  徳間書店 1987 年 10 月 
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 田畑書店 1987 年 10 月 
153.  蔡測海 白河 白河 牧田英二 季刊中国現代小説 3  蒼蒼社 1987 年 11 月 
154.  残雪 雄牛 公牛 近藤直子 季刊中国現代小説 3  蒼蒼社 1987 年 11 月 
155.  史鉄生 我の舞 我之舞 井口晃 季刊中国現代小説 3  蒼蒼社 1987 年 11 月 
156.  邵振国 出稼ぎ 麦客 杉本達夫 季刊中国現代小説 3・4  蒼蒼社 
1987 年 11 月・
1988 年 2 月 
157.  王小鷹 香錦 香錦 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 3 
ラブレター 
南條純子 NGS 1987 年 12 月 
158.  王浙濱 ラブレター 情書的慕情 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 3 
ラブレター 
南條純子 NGS 1987 年 12 月 
159.  祁放 冬の物語 冬天的故事 伊藤敬一 季刊中国 11  
季刊中国刊行
委員会 
1987 年 12 月 







80 年代中国女流文学選 3 
ラブレター 
南條純子 NGS 1987 年 12 月 
161.  張玲 帰来 歸来 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 3 
ラブレター 
南條純子 NGS 1987 年 12 月 
162.  喩杉 女子大生宿寮 女大学生宿舎 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 3 
ラブレター 
南條純子 NGS 1987 年 12 月 
163.  余未人 嫁ぐ日近く 女兒就要出嫁 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 3 
ラブレター 
南條純子 NGS 1987 年 12 月 
164.  朱子奇 ロープの奇蹟  内田勝子 他 日中友好新聞  
日本中国友好
協会 
1988 年 1 月 5
日 
165.  周鷹 雨もよう  馬場一也 他 日中友好新聞  
日本中国友好
協会 
1988 年 1 月 25
日 
166.  王安憶 老康 老康回来 井口晃 季刊中国現代小説 4  蒼蒼社 1988 年 2 月 
167.  残雪 天窓 天窻 近藤直子 季刊中国現代小説 4  蒼蒼社 1988 年 2 月 
168.  蔣子丹 その日は雨だった 那天下雨了 井口晃 季刊中国現代小説 4  蒼蒼社 1988 年 2 月 
169.  陳建功 轆轤把胡同 9 号 
轆轤把胡同９
号 
岸陽子 季刊中国現代小説 4  蒼蒼社 1988 年 2 月 
170.  馮驥才 酒の魔力 酒的魔力 市川宏 季刊中国現代小説 4  蒼蒼社 1988 年 2 月 
171.  陸文夫 道に面した窓 臨街的窻 田畑佐和子 季刊中国現代小説 4  蒼蒼社 1988 年 2 月 
172.  戴厚英 ああ人間よ！―現 人啊、人！ 大石智良   サイマル出版 1988 年 2 月 
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代中国長篇小説 会 
173.  蔣渝 
夜明けの太陽を求
めて 
新鮮的太陽  エコノミスト 22/29  毎日新聞社 1988 年 3 月 
174.  阿城 
新米先生てんまつ
記 




古い館 古宅 牧田英二 季刊中国現代小説 5  蒼蒼社 1988 年 4 月 





近藤直子 季刊中国現代小説 5  蒼蒼社 1988 年 4 月 





近藤直子 季刊中国現代小説 5  蒼蒼社 1988 年 4 月 
178.  張弦 銀杏 銀杏樹 大石智良 季刊中国現代小説 5  蒼蒼社 1988 年 4 月 
179.  莫言 枯れた河 枯河 井口晃 季刊中国現代小説 5  蒼蒼社 1988 年 4 月 
180.  何凱旋 
レンガ作りの作業
場で 
在場上 杉本達夫 中国語 343  内山書店 1988 年 7 月 





80 年代中国女流文学選 4 
四人の四十女 
南條純子 NGS 1988 年 7 月 





80 年代中国女流文学選 4 
四人の四十女 
南條純子 NGS 1988 年 7 月 







80 年代中国女流文学選 4 
四人の四十女 
南條純子 NGS 1988 年 7 月 
184.  程琪 駱駝を曳く女 拉駱駝的女人 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 4 
四人の四十女 
南條純子 NGS 1988 年 7 月 
185.  葉文玲 秋爽 秋爽 
中国現代文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 4 
四人の四十女 







牧田英二 季刊中国現代小説 6  蒼蒼社 1988 年 7 月 
187.  蔣子丹 贋の月 假月亮 井口晃 季刊中国現代小説 6  蒼蒼社 1988 年 7 月 
188.  張宇 国公の墓 国公墓 田畑佐和子 季刊中国現代小説 6  蒼蒼社 1988 年 7 月 
189.  李鋭 
「厚土」より つっ
かい石 
眼石 大石智良 季刊中国現代小説 6  蒼蒼社 1988 年 7 月 






大石智良 季刊中国現代小説 6  蒼蒼社 1988 年 7 月 
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虯龍爪 杉本達夫 季刊中国現代小説 6・7・8  蒼蒼社 
1988 年 7・10
月 
1989 年 1 月 
192.  張平 血の復習 血魂 小林栄 
中国農村百景Ⅵー「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1988 年 8 月 
193.  鄭惠泉 小さな店 小店 小林栄 
中国農村百景Ⅵー「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1988 年 8 月 
194.  田中禾 五月 五月 小林栄 
中国農村百景Ⅵー「山西文
学」短篇小説集 
 銀河書房 1988 年 8 月 








 銀河書房 1988 年 8 月 
196.  張潔 翠玉 その一 祖母綠 福地桂子 
長崎総合大学紀要 第 29
巻第 1 号 





筏 木筏 牧田英二 季刊中国現代小説 7  蒼蒼社 1988 年 10 月 
198.  残雪 枯れた浮雲 蒼老的浮雲 近藤直子 季刊中国現代小説 7  蒼蒼社 1988 年 10 月 
199.  従維熙 らくだひきの男 牽駱駝的人 田畑佐和子 季刊中国現代小説 7  蒼蒼社 1988 年 10 月 
200.  汪曾祺 安楽亭 安樂居 市川宏 季刊中国現代小説 7  蒼蒼社 1988 年 10 月 
























1988 年 10 月 
204.  関沫南 スオウとカエデ 紫花與紅葉 梶田理絵 他 





1988 年 10 月 































1988 年 10 月 
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  1988 年 11 月 
210.  馮驥才 
三寸金蓮(てんそく
ものがたり) 
三寸金蓮 納村公子   亜紀書房 1988 年 12 月 






  福武書店 1988 年 12 月 
212.  何立偉 水庫（ダム） 水庫 井口晃 季刊中国現代小説 8  蒼蒼社 1989 年 1 月 





近藤直子 季刊中国現代小説 8  蒼蒼社 1989 年 1 月 
214.  辺玲玲 白ツツジ 白杜鵑 牧田英二 季刊中国現代小説 8  蒼蒼社 1989 年 1 月 





大石智良 季刊中国現代小説 8  蒼蒼社 1989 年 1 月 
216.  李鋭 
「厚土」より 水を
飲めえ！ 
喝水！ 大石智良 季刊中国現代小説 8  蒼蒼社 1989 年 1 月 




徳間書店 1989 年 4 月 




徳間書店 1989 年 5 月 




徳間書店 1989 年 5 月 




徳間書店 1989 年 5 月 




徳間書店 1989 年 4 月 




徳間書店 1989 年 4 月 
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世紀の招き 世紀之邀 牧田英二 季刊中国現代小説 9  蒼蒼社 1989 年 4 月 





近藤直子 季刊中国現代小説 9  蒼蒼社 1989 年 4 月 





杉本達夫 季刊中国現代小説 9  蒼蒼社 1989 年 4 月 
227.  戴晴 ブーメラン 飛去来 田畑佐和子 季刊中国現代小説 9  蒼蒼社 1989 年 4 月 
228.  張平 村八分 血魂 井口晃 季刊中国現代小説 9  蒼蒼社 1989 年 4 月 
229.  航鷹 白衣の天使 白衣仙女 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 5 
六月の話題 
南條純子 NGS 1989 年 6 月 
230.  諶容 回春条例 減去十歲 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 5 
六月の話題 
南條純子 NGS 1989 年 6 月 







80 年代中国女流文学選 5 
六月の話題 
南條純子 NGS 1989 年 6 月 
232.  鉄凝 六月の話題 六月的話題 
現代中国文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 5 
六月の話題 
南條純子 NGS 1989 年 6 月 






80 年代中国女流文学選 5 
六月の話題 
南條純子 NGS 1989 年 6 月 
234.  包川 素人のど自慢 唱 
中国現代文学
翻訳研究会 
80 年代中国女流文学選 5 
六月の話題 
南條純子 NGS 1989 年 6 月 
235.  張潔 翠玉 その二 祖母綠 福地桂子 
長崎総合大学紀要 第 30
巻第 1 号 
  1989 年 6 月 





近藤直子 蒼老たる浮雲  河出書房新社 1989 年 7 月 
237.  残雪 天窓 天窻 近藤直子 蒼老たる浮雲  河出書房新社 1989 年 7 月 
238.  残雪 蒼老たる浮雲 蒼老的浮雲 近藤直子 蒼老たる浮雲  河出書房新社 1989 年 7 月 
239.  残雪 山の上の小屋 山上的小屋 近藤直子 蒼老たる浮雲  河出書房新社 1989 年 7 月 
240.  洪峰 湮滅 湮滅 岸陽子 季刊中国現代小説 10  蒼蒼社 1989 年 7 月 






杉本達夫 季刊中国現代小説 10  蒼蒼社 1989 年 7 月 
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242.  張弦 未亡人 未亡人 千野拓政 季刊中国現代小説 10  蒼蒼社 1989 年 7 月 
243.  張平 
婚事二題ー五児・花
花と茜茜 
婚事二題 井口晃 季刊中国現代小説 10  蒼蒼社 1989 年 7 月 
244.  鮑昌 ラマの後裔 拉瑪的後裔 大石智良 季刊中国現代小説 10  蒼蒼社 1989 年 7 月 
245.  劉西鴻 
チョコレートケー
キ 
黑森林 飯塚容 季刊中国現代小説 10  蒼蒼社 1989 年 7 月 
246.  蔣子龍 鍋釜交響楽 
鍋碗瓢盆交響
曲 
蘇琦 恒文社  恒文社 1989 年 8 月 
247.  張賢亮 緑化樹 綠化樹 野澤俊敬   響文社 1989 年 8 月 




 1989 年 8 月 



















綠茵茵的河岸 川口孝夫 中国現代少数民族文学選 山川力 未来社 1989 年 9 月 
252.  呉雪悩 
牡豚の架けた喜び
の橋 














ラサへの路 去拉薩的路上 川口孝夫 中国現代少数民族文学選 山川力 未来社 1989 年 9 月 
256.  石鋭 ロガンとナシャン 勒干和那霜 川口孝夫 中国現代少数民族文学選 山川力 未来社 1989 年 9 月 
257.  張長 最後の菩提樹 最後一棵菩提 川口孝夫 中国現代少数民族文学選 山川力 未来社 1989 年 9 月 
258.  李惠文 のろまの姉さん 肉嫂 川口孝夫 中国現代少数民族文学選 山川力 未来社 1989 年 9 月 

























凱風社 1989 年 10 月 









凱風社 1989 年 10 月 









凱風社 1989 年 10 月 












凱風社 1989 年 10 月 












凱風社 1989 年 10 月 























凱風社 1989 年 10 月 












凱風社 1989 年 10 月 
268.  史鉄生 
陝北の思い出 「ー農
村下放物語」より 




ラサへの道にて 去拉薩的路上 池上貞子 ユリイカ  青土社 1989 年 10 月 
270.  残雪 広野にて 曠野里 近藤直子 ユリイカ  青土社 1989 年 10 月 
271.  莫言 秋の水 秋水 藤井省三 ユリイカ  青土社 1989 年 10 月 





井口晃 季刊中国現代小説 11  蒼蒼社 1989 年 10 月 
273.  残雪 天国の対話 天堂里的對話 近藤直子 季刊中国現代小説 11  蒼蒼社 1989 年 10 月 
274.  張賢亮 ジプシー 吉普賽人 高橋史雄 季刊中国現代小説 11  蒼蒼社 1989 年 10 月 




1989 年 10 月 
1990 年 1 月・4
月 








  白帝社 1989 年 10 月 
277.  蘇叔陽 故土 故土 馬場与志子   中国書店 1989 年 11 月 





杉本達夫 季刊中国現代小説 12  蒼蒼社 1990 年 1 月 
 211 
出来事」より 
279.  徐星 飢えたネズミ 飢餓的老鼠 飯塚容 季刊中国現代小説 12  蒼蒼社 1990 年 1 月 
280.  張平 妻を悼む 祭妻 井口晃 季刊中国現代小説 12  蒼蒼社 1990 年 1 月 
281.  鄭義 古井戸（抄） 老井 藤井省三 中国・危機の読み方  JICC 出版局 1990 年 1 月 
282.  鄭文光 太平洋人 太平洋人 池上正治 中国科学幻想小説事始  イザラ書房 1990 年 3 月 







池上正治 中国科学幻想小説事始  イザラ書房 1990 年 3 月 





田畑佐和子 季刊中国現代小説 13  蒼蒼社 1990 年 4 月 
286.  汪曾祺 小学同級 小学同学 市川宏 季刊中国現代小説 13  蒼蒼社 1990 年 4 月 
287.  劉心武 忘れ傘 黄傘 井口晃 季刊中国現代小説 13  蒼蒼社 1990 年 4 月 







牧田英二 季刊中国現代小説 14  蒼蒼社 1990 年 7 月 
290.  徐星 殉道者 殉道者 千野拓政 季刊中国現代小説 14  蒼蒼社 1990 年 7 月 
291.  王蒙 夢の中 我又夢見了你 井口晃 季刊中国現代小説 14  蒼蒼社 1990 年 7 月 
292.  皮皮 異邦 異邦 飯塚容 季刊中国現代小説 14  蒼蒼社 1990 年 7 月 
293.  陳丹燕 ある 15 歳の死 女中学生之死 中田美子 福武書店  福武書店 1990 年 8 月 




徳間書店 1990 年 9 月 
295.  陸文夫 罠 
往後的日子 
のち圏套 




徳間書店 1990 年 9 月 




徳間書店 1990 年 9 月 
297.  劉心武 バスのアリア 
公共汽車詠嘆
調 




徳間書店 1990 年 9 月 
298.  劉心武 
五・一九クローズア
ップ 
五・一九長鏡頭 廣野行雄 現代中国文学選集 10 
松井博
光・野間
徳間書店 1990 年 9 月 
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宏 




徳間書店 1990 年 9 月 




徳間書店 1990 年 9 月 




 1990 年 9 月 
302.  劉健屛 
わたしが男だった
ら 




 1990 年 9 月 




 1990 年 9 月 




 1990 年 9 月 
305.  王蒙 カナダの月 加拿大的月亮 杉本達夫 季刊中国現代小説 15  蒼蒼社 1990 年 10 月 
306.  韓春旭 天地人 天地人 大石智良 季刊中国現代小説 15  蒼蒼社 1990 年 10 月 





近藤直子 季刊中国現代小説 15  蒼蒼社 1990 年 10 月 
308.  余華 十八歳の旅立ち 
十八歳出門遠
行 
飯塚容 季刊中国現代小説 15  蒼蒼社 1990 年 10 月 
309.  劉恒 
ショクリョウノヤ
ローメ 
狗日的糧食 市川宏 季刊中国現代小説 15  蒼蒼社 1990 年 10 月 
310.  阿城 専攻・炊煙･大風 
專業･炊煙･大
風 
井口晃 季刊中国現代小説 15  蒼蒼社 1990 年 10 月 







JICC 出版局 1990 年 10 月 




313.  莫言 秋の水 秋水 藤井省三 中国幻想小説傑作集  白水社 1990 年 11 月 
314.  阿城 リサイクル 周轉 田畑佐和子 季刊中国現代小説 16  蒼蒼社 1991 年 1 月 
315.  阿城 切り株 樹樁 田畑佐和子 季刊中国現代小説 16  蒼蒼社 1991 年 1 月 
316.  王蒙 海の夢 海的夢 杉本達夫 季刊中国現代小説 16  蒼蒼社 1991 年 1 月 
317.  何士光 旅立ち 離家 井口晃 季刊中国現代小説 16  蒼蒼社 1991 年 1 月 
318.  色波 円形の日 圓形的日子 牧田英二 季刊中国現代小説 16  蒼蒼社 1991 年 1 月 
319.  白樺 ああ、古い航路 
啊！古老的航
道 
竹内良雄 季刊中国現代小説 16  蒼蒼社 1991 年 1 月 
320.  池莉 
生きていくのは
（上）(下) 
煩惱人生 市川宏 季刊中国現代小説 16・17  蒼蒼社 
1991 年 1 月 
1991 年 4 月 
321.  蔡測海 死の黒洞をぬけて 
穿過死亡的黑
洞 
牧田英二 季刊中国現代小説 17  蒼蒼社 1991 年 4 月 
322.  蘇童 ユイ（楡）走る 狂奔 井口晃 季刊中国現代小説 17  蒼蒼社 1991 年 4 月 
323.  余華 四月三日の事件 四月三日事件 飯塚容 季刊中国現代小説 17  蒼蒼社 1991 年 4 月 
324.  劉恒 坂道 陡坡 市川宏 季刊中国現代小説 17  蒼蒼社 1991 年 4 月 







JICC 出版局 1991 年 4 月 







JICC 出版局 1991 年 4 月 







JICC 出版局 1991 年 4 月 







JICC 出版局 1991 年 4 月 












JICC 出版局 1991 年 4 月 





近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 
332.  残雪 雄牛 公牛 近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 





近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 
334.  残雪 天国の対話 天堂里的對話 近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 
335.  残雪 曠野の中 曠野里 近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 





近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 
337.  残雪 毒蛇を飼う者 
飼養毒蛇的小
孩 
近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 
338.  残雪 霧 霧 近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 





近藤直子 カッコウが鳴くあの一瞬  河出書房新社 1991 年 6 月 
340.  鄭義 楓 楓 市川宏 季刊中国現代小説 18  蒼蒼社 1991 年 7 月 
341.  柯雲路 
夢、夢に非ず─他一
篇 
夢非夢冷房子 大石智良 季刊中国現代小説 18  蒼蒼社 1991 年 7 月 
342.  王安憶 
妙妙（ミャオミャ
オ） 
妙妙 井口晃 季刊中国現代小説 18  蒼蒼社 1991 年 7 月 
343.  残雪 
黄泥街（一）、（二）、
（三） 

























































































JICC 出版局 1991 年 8 月 








JICC 出版局 1991 年 8 月 








JICC 出版局 1991 年 8 月 








JICC 出版局 1991 年 8 月 







355.  刘宾雁 第二種の忠誠 第二种忠诚 陳逸雄 第二種の忠誠  学生社 1991 年 8 月 
356.  刘宾雁 人妖の間 人妖之间 陳逸雄 第二種の忠誠  学生社 1991 年 8 月 
357.  刘宾雁 ある人とその影 
一个人和他的
影子 
陳逸雄 第二種の忠誠  学生社 1991 年 8 月 





鷲巣益美 夏天 創刊準備号  「夏天」の会 1991 年 9 月 
359.  于強 李海天の書法 翰墨情縁 柯森耀   情報企画出版 1991 年 10 月 
360.  劉紹棠 
青藤横町ものがた
り 
青藤巷挿曲 杉本達夫 季刊中国現代小説 19  蒼蒼社 1991 年 10 月 





岸陽子 季刊中国現代小説 19  蒼蒼社 1991 年 10 月 
362.  韓少功 壊死する町 空城 井口晃 季刊中国現代小説 19  蒼蒼社 1991 年 10 月 
363.  張大年 西三旗 西三旗 牧田英二 季刊中国現代小説 19  蒼蒼社 1991 年 10 月 




宮尾正樹 JICC 出版局 1991 年 10 月 




宮尾正樹 JICC 出版局 1991 年 10 月 




宮尾正樹 JICC 出版局 1991 年 10 月 




宮尾正樹 JICC 出版局 1991 年 10 月 







宮尾正樹 JICC 出版局 1991 年 10 月 
369.  蘇童 妻妾成群 紅夢 妻妾成群 千野拓政 季刊中国現代小説 20  蒼蒼社 1992 年 1 月 
370.  馬原 ヒマラヤ古歌 喜馬拉雅古歌 飯塚容 季刊中国現代小説 20  蒼蒼社 1992 年 1 月 
371.  李暁 大洪山 大洪山 井口晃 季刊中国現代小説 20  蒼蒼社 1992 年 1 月 
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372.  王蒙 硬いお粥 堅硬的稀粥 菅谷音 文學界 46(3)  文藝春秋 1992 年 3 月 
373.  残雪 帰り道 歸途 近藤直子 文學界 46(3)  文藝春秋 1992 年 3 月 









河出書房新社 1992 年 3 月 
375.  李暁 天の橋 天橋 近藤直子 文學界 1992 年 3 月号  文藝春秋 1992 年 3 月 
376.  韓少功 雷禍 雷禍 井口晃 季刊中国現代小説 21  蒼蒼社 1992 年 4 月 
377.  梁暁声 母 母親 杉本達夫 季刊中国現代小説 21  蒼蒼社 1992 年 4 月 
378.  阿城 松茸 磨姑 牧田英二 季刊中国現代小説 21  蒼蒼社 1992 年 4 月 
379.  高旭帆 
血族──ジンギスカ
ンの末裔 
古老的謀殺 和田武司 季刊中国現代小説 21  蒼蒼社 1992 年 4 月 
380.  張承志 紅衛兵の時代 红卫兵的时代 
小島晋治・田
所竹彦 
岩波新書  岩波書店 1992 年 4 月 
381.  莫言 蝿・前歯 蒼蝿・門牙 藤井省三 
中国ユーモア文学傑作選 
笑いの共和国 
 白水社 1992 年 6 月 








 白水社 1992 年 6 月 
383.  楊絳 林ばあさん 林奶奶 桜庭ゆみ子 
中国ユーモア文学傑作選 
笑いの共和国 
 白水社 1992 年 6 月 
384.  楊絳 林ばあさん 林奶奶 桜庭ゆみ子 ユリイカ  青土社 1992 年 6 月 
385.  馮驥才 陰陽八卦 陰陽八卦 納村公子   亜紀書房 1992 年 6 月 
386.  茹志鵑 ときを往く 跟上、跟上 井口晃 季刊中国現代小説 22  蒼蒼社 1992 年 7 月 
387.  池莉 愛なんて 不談愛情 市川宏 季刊中国現代小説 22  蒼蒼社 1992 年 7 月 
388.  馮驥才 早春の日に 
在早春的日子
里 
竹内良雄 季刊中国現代小説 22  蒼蒼社 1992 年 7 月 




雪 雪 牧田英二 季刊中国現代小説 23  蒼蒼社 1992 年 10 月 
391.  王兆軍 落鳳坡の人々 落鳳坡人物 田畑佐和子 季刊中国現代小説 23  蒼蒼社 1992 年 10 月 
392.  張承志 晩潮 晚潮 近藤直子 季刊中国現代小説 23  蒼蒼社 1992 年 10 月 
393.  范小青 酔余 酒話 井口晃 季刊中国現代小説 23  蒼蒼社 1992 年 10 月 
394.  王蒙 応報〔むくい〕 活動變人形 林芳   白帝社 1992 年 10 月 
395.  鉄凝 四季の歌 四季歌 宇野木洋 グリオ Vol・４   1992 年 10 月 
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396.  莫言 透明な人参 透明的紅蘿蔔 藤井省三 花束を抱く女  JICC 出版局 1992 年 10 月 
397.  莫言 花束を抱く女 
懐抱鮮花的女
人 
藤井省三 花束を抱く女  JICC 出版局 1992 年 10 月 
398.  楊絳 風呂 洗澡 中島みどり   みすず書房 1992 年 10 月 








1992 年 10 月 
400.  王安憶 終着駅・上海 本次列車終点 
石黒やすえ・




1992 年 10 月 








 中央公論社 1992 年 12 月 








 中央公論社 1992 年 12 月 




1992 年 12 月 




1992 年 12 月 




1992 年 12 月 




1992 年 12 月 
407.  残雪 逢引 約会 近藤直子 季刊中国現代小説 24  蒼蒼社 1993 年 1 月 
408.  韓少功 靴 鞋癖 井口晃 季刊中国現代小説 24  蒼蒼社 1993 年 1 月 
409.  少鴻 黒い吠え鹿 烏麂 井口晃 季刊中国現代小説 24  蒼蒼社 1993 年 1 月 
410.  王蒙 逍遙遊（上）(下) 逍遙遊 市川宏 季刊中国現代小説 24  蒼蒼社 
1993 年 1 月 
1993 年 4 月 
411.  劉心武 北京下町物語 鐘鼓楼 蘇琦   恒文社 1993 年 2 月 




1993 年 3 月 




414.  張賢亮 邢じいと犬 
邢老漢和狗的
故事 




1993 年 3 月 
415.  趙本夫 小説三題 小說三題 井口晃 季刊中国現代小説 25  蒼蒼社 1993 年 4 月 












1993 年 4 月 









1993 年 4 月 









1993 年 4 月 









1993 年 4 月 
420.  李唯 青海から来た男 
遠方来的青海
客 
田畑佐和子 季刊中国現代小説 25  蒼蒼社 1993 年 4 月 


















































































































1993 年 5 月 
432.  汪曾祺 橋辺小説三篇 橋邊小說三篇 市川宏 季刊中国現代小説 26  蒼蒼社 1993 年 7 月 
433.  韓東 
同級生──モーモと
リン・ホン 
同窗共読 井口晃 季刊中国現代小説 26  蒼蒼社 1993 年 7 月 
434.  范小青 楊湾港を船出して 船出楊湾港 井口晃 季刊中国現代小説 26  蒼蒼社 1993 年 7 月 
435.  余華 
世事は煙の如し
（上）、（下） 
世事如煙 飯塚容 季刊中国現代小説 26  蒼蒼社 
1993 年 7 月 
1993 年 10 月 





牧田英二 季刊中国現代小説 27  蒼蒼社 1993 年 10 月 
437.  雷建政 孤城 孤城 杉本達夫 季刊中国現代小説 27  蒼蒼社 1993 年 10 月 
438.  李佩甫 
「豌豆偸樹」─豌豆
の蔓が樹にからむ 
豌豆偸樹 井口晃 季刊中国現代小説 27  蒼蒼社 1993 年 10 月 
439.  王蒙 刻舟求剣 刻舟求劍 中山文 火鍋子 10 号  翠書房 1993 年 10 月 
440.  王蒙 朝三暮四 朝三暮四 中山文 火鍋子 11 号  翠書房 1993 年 12 月 
441.  史鉄生 老人 老人 井口晃 季刊中国現代小説 28  蒼蒼社 1994 年 1 月 





井口晃 季刊中国現代小説 28  蒼蒼社 1994 年 1 月 





牧田英二 季刊中国現代小説 28  蒼蒼社 1994 年 1 月 
444.  劉醒竜 夕べの勤行 暮時課誦 和田武司 季刊中国現代小説 28  蒼蒼社 1994 年 1 月 
445.  王蒙 守株待兎 守株待兎 中山文 火鍋子 12 号  翠書房 1994 年 2 月 
446.  高陽 
西太后  
第 1 巻 熱河の対決 
第 2 巻 覇者と敗者 
第 3 巻 皇帝の恋 
第 4 巻 深宮の毒 
第 5 巻 清宮の光と
影 
第 6 巻 戦火と屈辱 
第 7 巻 母子君臣 




  朝日ソノラマ 
1994 年 2 月 
1994 年 2 月 
1994 年 4 月 
1994 年 6 月 
1994 年 8 月 
1994 年 10 月 
1994 年 12 月 
1995 年 2 月 
1995 年 4 月 
1995 年 6 月 
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第 9 巻 怨み尽きず 
第 10 巻 新政への
道 
第 11 巻 紫禁城の
落日 
1995 年 8 月 
447.  張承志 緑夜 綠夜 岸陽子 新しい中国文学 4 黒駿馬  
早稲田大学出
版部 
1994 年 2 月 
448.  張承志 黒駿馬 黒駿馬 岸陽子 新しい中国文学 4 黒駿馬  
早稲田大学出
版部 
1994 年 2 月 
449.  張承志 三叉戈壁 三叉戈壁 岸陽子 新しい中国文学 4 黒駿馬  
早稲田大学出
版部 
1994 年 2 月 
450.  褚同慶 
新・水滸伝ー「水滸
新伝」より 第 1 巻、 
第 2 巻、第 3 巻、 第
4 巻、第 5 巻 
水滸新傳 今戸栄一 歴史外伝シリーズ  光栄 
1994 年 3 月 
1994 年 10 月 
1995 年 3 月 
1995 年 8 月 
1996 年 3 月 
451.  王蒙 高山流水 高山流水 中山文 火鍋子 13 号  翠書房 1994 年 4 月 
452.  池莉 初恋 勇者如斯 田畑佐和子 新しい中国文学 5 初恋  
早稲田大学出
版部 
1994 年 4 月 
453.  池莉 太陽誕生 太陽出世 田畑佐和子 新しい中国文学 5 初恋  
早稲田大学出
版部 
1994 年 4 月 
454.  問彬 母を悼む 心祭 田畑佐和子 季刊中国現代小説 29  蒼蒼社 1994 年 4 月 
455.  葉兆言 桃花源記 桃花源記 飯塚容 季刊中国現代小説 29  蒼蒼社 1994 年 4 月 
456.  李国文 孤独 孤独 杉本達夫 季刊中国現代小説 29  蒼蒼社 1994 年 4 月 
457.  陸文夫 
しあわせ──『市井
の人』の二十二 
享福 井口晃 季刊中国現代小説 29  蒼蒼社 1994 年 4 月 






1994 年 5 月 
459.  王蒙 魚目混珠 魚目混珠 中山文 火鍋子 14 号  翠書房 1994 年 6 月 
460.  諶容 マイナス十歳！ 減去十歲 西野由希子 婦人之友 7 月号  婦人之友社 1994 年 6 月 






 木下博民 日中出版 1994 年 7 月 





市川宏 季刊中国現代小説 30  蒼蒼社 1994 年 7 月 
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て＞その三 三 
463.  史鉄生 毒薬 毒藥 千野拓政 季刊中国現代小説 30  蒼蒼社 1994 年 7 月 
464.  王祥夫 鳥の巣 鳥巣 井口晃 季刊中国現代小説 30  蒼蒼社 1994 年 7 月 





井口晃 季刊中国現代小説 30  蒼蒼社 1994 年 7 月 
466.  王蒙 縁木求魚 緣木求魚 中山文 火鍋子 15 号  翠書房 1994 年 8 月 
467.  史鉄生 車椅子の神様 車神 山口守 遥かなる大地  宝島社 1994 年 8 月 
468.  張弦 運命の赤い糸 
掙不断的紅絲
線 
西野由希子 婦人之友 8・9 月号  婦人之友社 
1994 年 6 月、 
7 月 
469.  高暁声 李順大の家造り 李順大造屋 天野節 
渡し舟―現代中国の農民文
学 
 図書出版 1994 年 9 月 
470.  高暁声 陳奐生―油縄売り 陳奐生上城 天野節 
渡し舟―現代中国の農民文
学 
 図書出版 1994 年 9 月 
471.  高暁声 陳奐生―転業 陳奐生轉業 天野節 
渡し舟―現代中国の農民文
学 
 図書出版 1994 年 9 月 
472.  高暁声 陳奐生―独立 陳奐生包產 天野節 
渡し舟―現代中国の農民文
学 
 図書出版 1994 年 9 月 
473.  高暁声 陳奐生―潰百姓 “漏斗戶”主 天野節 
渡し舟―現代中国の農民文
学 
 図書出版 1994 年 9 月 






 図書出版 1994 年 9 月 
475.  高暁声 絆 系心帶 天野節 
渡し舟―現代中国の農民文
学 
 図書出版 1994 年 9 月 
476.  高暁声 真珠 揀珍珠 天野節 
渡し舟―現代中国の農民文
学 
 図書出版 1994 年 9 月 
477.  高暁声 水は東に流れる 水東流 天野節 
渡し舟―現代中国の農民文
学 
 図書出版 1994 年 9 月 
478.  宗璞 面影 朱顔長好 西野由希子 婦人之友 10 月号  婦人之友社 1994 年 9 月 






井口晃 季刊中国現代小説 31  蒼蒼社 1994 年 10 月 




杉本達夫 季刊中国現代小説 31  蒼蒼社 1994 年 10 月 
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481.  陳染 虚ろな人、誕生 空心人誕生 飯塚容 季刊中国現代小説 31  蒼蒼社 1994 年 10 月 
482.  方方 やがて哀しき 一唱三嘆 渡辺新一 季刊中国現代小説 31  蒼蒼社 1994 年 10 月 
483.  劉恒 牛を飼いたい！ 種牛 西野由希子 婦人之友 11・12 月号  婦人之友社 
1994 年 10 月、
11 月 
484.  王蒙 焦頭爛額 焦頭爛額 中山文 火鍋子 17 号  翠書房 1994 年 12 月 
485.  劉西鴻 
あなたは私を変え
られない 
你不可改變我 西野由希子 婦人之友 1 月号、2 月号  婦人之友社 
1994 年 12 月 
1995 年 1 月 




1995 年 1 月、2
月、3 月 
487.  張宇 ワーワユィ 啊魚 田畑佐和子 季刊中国現代小説 32  蒼蒼社 1995 年 1 月 
488.  梁暁声 黒いボタン 黒紐扣 杉本達夫 季刊中国現代小説 32  蒼蒼社 1995 年 1 月 
489.  韓少功 昨日の友よ 昨天再会 井口晃 季刊中国現代小説 32  蒼蒼社 1995 年 1 月 
490.  陳丹燕 庭園 花園 和田武司 季刊中国現代小説 32  蒼蒼社 1995 年 1 月 
491.  王蒙 三人行、必有吾師 
三人行、必有吾
師 
中山文 火鍋子 18 号  翠書房 1995 年 2 月 
492.  王朔 北京無頼ー純情篇 玩主 石川郁 北京無頼  学習研究社 1995 年 3 月 
493.  王朔 北京無頼ー遊撃篇 一点正經没有 石川郁 北京無頼  学習研究社 1995 年 3 月 
494.  王蒙 十室之内、必有忠信 
十室之内、必有
忠信 
中山文 火鍋子 19 号  翠書房 1995 年 4 月 
495.  方方 紙婚の年 紙婚年 西野由希子 婦人之友 5 月号  婦人之友社 1995 年 4 月 
496.  孫甘露 請女人猜謎 女の解く謎 飯塚容 季刊中国現代小説 33  蒼蒼社 1995 年 4 月 
497.  蒋子龍 浄火 浄火 竹内良雄 季刊中国現代小説 33  蒼蒼社 1995 年 4 月 
498.  梁暁声 黒紐扣 黒いボタン 杉本達夫 季刊中国現代小説 33  蒼蒼社 1995 年 4 月 
499.  丹珠昴奔 白雪山紅雪山 
白雪山紅雪山
（上）、（下） 
牧田英二 季刊中国現代小説 33  蒼蒼社 
1995 年 4 月 
1995 年 7 月 
500.  汪曾祺 尻尾 尾巴 渡邊晴夫 二十一世紀文学 Vol.１  吟遊社 1995 年 5 月 
501.  航鷹 絨毯 地毯 渡邊晴夫 二十一世紀文学 Vol.１  吟遊社 1995 年 5 月 
502.  呉若増 ネックレス 項鏈 渡邊晴夫 二十一世紀文学 Vol.１  吟遊社 1995 年 5 月 
503.  王蒙 座井観天 坐井觀天 中山文 火鍋子 20 号  翠書房 1995 年 6 月 
504.  陳村 一天 一日 飯塚容 季刊中国現代小説 34  蒼蒼社 1995 年 7 月 





杉本達夫 季刊中国現代小説 34  蒼蒼社 1995 年 7 月 
506.  王蒙 狐假虎威 狐假虎威 中山文 火鍋子 21 号  翠書房 1995 年 8 月 
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507.  鉄凝 意外 意外 池沢実芳 第八曜日を下さい  近江文芸社 1995 年 8 月 
508.  鉄凝 妊婦と牛 孕婦和牛 池沢実芳 第八曜日を下さい  近江文芸社 1995 年 8 月 
509.  鉄凝 カマドの物語 竈火的故事 池沢実芳 第八曜日を下さい  近江文芸社 1995 年 8 月 
510.  鉄凝 彼が笑った 色變 池沢実芳 第八曜日を下さい  近江文芸社 1995 年 8 月 
511.  鉄凝 第八曜日を下さい 遭遇礼拝八 池沢実芳 第八曜日を下さい  近江文芸社 1995 年 8 月 
512.  鉄凝 草の指輪 草戒指 池沢実芳 第八曜日を下さい  近江文芸社 1995 年 8 月 
513.  鉄凝 
綿花の山に寝転ん
で 
村路帯我回家 池沢実芳 第八曜日を下さい  近江文芸社 1995 年 8 月 
514.  鉄凝 おお、香雪 哦、香雪 池沢実芳 第八曜日を下さい  近江文芸社 1995 年 8 月 
515.  鉄凝 胭脂湖(上）、（下） 胭脂湖 片山義郎 上海経済交流 41 号、42 号  
大阪府日中経
済交流協会 
1995 年 9 月、
12 月 
516.  邱華棟 
ファッション・モデ
ル 
時装人 金子わこ 季刊中国現代小説 35  蒼蒼社 1995 年 10 月 
517.  方方 風景 風景 渡辺新一 季刊中国現代小説 35  蒼蒼社 1995 年 10 月 





近藤直子 廊下に植えた林檎の木  河出書房新社 1995 年 11 月 





近藤直子 廊下に植えた林檎の木  河出書房新社 1995 年 11 月 
520.  残雪 逢引 約会 近藤直子 廊下に植えた林檎の木  河出書房新社 1995 年 11 月 
521.  汪曾祺 七里茶坊 七里茶坊 市川宏 季刊中国現代小説 36 号  蒼蒼社 1996 年 2 月 
522.  汪曾祺 受戒 受戒 徳間佳信 
県立浦和西高校研究集録
18 集 
  1996 年 3 月 
523.  鉄凝 妊婦と牛 孕婦和牛 片山義郎 上海経済交流 43 号  
大阪府日中経
済交流協会 
1996 年 3 月 
524.  方方 風景 風景 渡辺新一 季刊中国現代小説 35  蒼蒼社 1996 年 3 月 


















1996 年 5 月 
1996 年 6 月 
1996 年 10 月 
1996 年 10 月 
1996 年 12 月 
1997 年 2 月 
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526.  鉄凝 二日酔いの正月 酔年 片山義郎 上海経済交流 44 号  
大阪府日中経
済交流協会 
1996 年 6 月 
527.  陳村 死 死 飯塚容 季刊中国現代小説 36  蒼蒼社 1996 年 6 月 
528.  李鷙鵬 看不見的墻 見えない壁 田畑佐和子 季刊中国現代小説 36  蒼蒼社 1996 年 6 月 
529.  馮驥才 他在人間 
あの人は生き
ている 
竹内良雄 季刊中国現代小説 36  蒼蒼社 1996 年 6 月 
530.  鉄凝 
六月の話題（上）、
（下） 
六月的話題 片山義郎 上海経済交流 45 号  
大阪府日中経
済交流協会 
1996 年 9 月、
12 月 
531.  張煒 挖掘 挖掘 小林ニ男 NHK ラジオ中国語講座 NHK 
日本放送出版
協会 
1996 年 10､11 
532.  陳忠実 白鹿原 白鹿原 林芳 中央公論社  中央公論社 1996 年 10 月 
533.  莫言 
酒国ー特捜検事丁
鈎児の冒険 
酒国 藤井省三   岩波書店 1996 年 10 月 
534.  史鉄生 我與地壇 わたしと地壇 千野拓政 季刊中国現代小説 37  蒼蒼社 1996 年 10 月 
535.  蘇童 西窗 西窓 堀内利恵 季刊中国現代小説 37  蒼蒼社 1996 年 10 月 







岩波書店 1996 年 11 月 
537.  格非 迷舟 迷舟 桑島道夫 文學界 1997 年 1 号  文藝春秋 1997 年 1 月 





武信彰 NHK ラジオ中国語講座 NHK 
日本放送出版
協会 
1997 年 1､2､3 
539.  陳染 空的窓 誰もいない窓 鷲巣益美 季刊中国現代小説 38  蒼蒼社 1997 年 1 月 
540.  魯羊 銀色老虎 銀色の虎 金子わこ 季刊中国現代小説 38  蒼蒼社 1997 年 1 月 
541.  柯雲路 
空を駈ける人ー気
功師「堯臼」の奇跡 
大氣功師 加藤正敏   緑書房 1997 年 2 月 
542.  格非 オルガン 風琴 関根謙 
現代中国の小説―時間を渡
る鳥たち 
村松 暎 新潮社 1997 年 2 月 
543.  格非 愚か者の詩 傻瓜的詩篇 関根謙 
現代中国の小説―時間を渡
る鳥たち 
村松 暎 新潮社 1997 年 2 月 
544.  格非 時間を渡る鳥たち  褐色鳥群 関根謙 
現代中国の小説―時間を渡
る鳥たち 
村松 暎 新潮社 1997 年 2 月 
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545.  格非 夜郎にて 夜郎之行 関根謙 
現代中国の小説―時間を渡
る鳥たち 
村松 暎 新潮社 1997 年 2 月 






村松 暎 新潮社 1997 年 2 月 







村松 暎 新潮社 1997 年 2 月 
548.  劉索拉 よけいものの歌 多余的故事 新谷雅樹 
現代中国の小説―君にはほ
かの選択はない 
村松 暎 新潮社 1997 年 2 月 
549.  王蒙 霊気 霊気 中山文 火鍋子 30 号 谷川毅 翠書房 1997 年 3 月 
550.  梁暁声 チョウザメ狩 捕鰉 渋谷誉一郎 現代中国の小説―秋の葬送 村松暎 新潮社 1997 年 3 月 
551.  梁暁声 秋の葬送  秋之殯 渋谷誉一郎 現代中国の小説―秋の葬送 村松暎 新潮社 1997 年 3 月 
552.  梁暁声 滅頂 灭顶 渋谷誉一郎 現代中国の小説―秋の葬送 村松暎 新潮社 1997 年 3 月 
553.  祝子平 濡れた煙草 一把烟丝 片山義郎 上海経済交流 47 号  
大阪府日中経
済交流協会 
1997 年 6 月 





田畑佐和子 季刊中国現代小説 40  蒼蒼社 1997 年 7 月 
555.  戴厚英 老女 老女人 大石智良 季刊中国現代小説 40  蒼蒼社 1997 年 7 月 
556.  王蒙 孝子 孝子 中山文 火鍋子 32 号 谷川毅 翠書房 1997 年 7 月 
557.  莫言 良医 良医 藤井省三 群像 52（7）  講談社 1997 年 7 月 
558.  莫言 お下げ髪 辮髮 藤井省三 群像 52（7）  講談社 1997 年 7 月 
559.  王蒙 奇才譜 奇才譜 中山文 火鍋子 33 号 谷川毅 翠書房 1997 年 9 月 
560.  残雪 突囲表演 突圍表演 近藤直子   文藝春秋 1997 年 9 月 
561.  述平 これでいいんだ 我看這様挺好 鷲巣益美 季刊中国現代小説 41  蒼蒼社 1997 年 10 月 
562.  汪曾祺 猫いじめ 虐猫 市川宏 季刊中国現代小説 41  蒼蒼社 1997 年 10 月 
563.  史鉄生 ねむのき 合歡樹 久米井敦子 季刊中国現代小説 41  蒼蒼社 1997 年 10 月 
564.  蘇童 悲しみのステップ 傷心的舞蹈 堀内利恵 季刊中国現代小説 41  蒼蒼社 1997 年 10 月 
565.  王蒙 馬小六 馬小六 中山文 火鍋子 34 号 谷川毅 翠書房 1997 年 11 月 
566.  張承志 北方の河 北方的河 磯部祐子   露満堂 1997 年 11 月 
567.  王蒙 良縁 良縁 中山文 火鍋子 35 号 谷川毅 翠書房 1998 年 1 月 
568.  程乃珊 ふしぎな急須 供春變色壺 渡辺新一 季刊中国現代小説 42  蒼蒼社 1998 年 1 月 
569.  辺玲玲 トプターリ 德布達理 牧田英二 季刊中国現代小説 42  蒼蒼社 1998 年 1 月 
570.  程玮 今夜，今夜 今夜だけ 堀内利恵 季刊中国現代小説 43  蒼蒼社 1998 年 4 月 
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571.  北村 傷逝 傷逝 大石智良 季刊中国現代小説 43  蒼蒼社 1998 年 4 月 
572.  王蒙 無底先生 無底先生 中山文 火鍋子 36 号 谷川毅 翠書房 1998 年 3 月 
573.  格非 迷い舟 迷舟 桑島道夫 現代中国短編集 藤井省三 平凡社 1998 年 3 月 
574.  韓少功 爸爸爸 爸爸爸 加藤三由紀 現代中国短編集  平凡社 1998 年 3 月 
575.  余華 アクシデント 偶然事件 飯塚容 現代中国短編集  平凡社 1998 年 3 月 
576.  張宇 闘鳥 玩鳥 田畑佐和子 季刊中国現代小説 45  蒼蒼社 1998 年 10 月 
577.  徐坤 屁主（へなぬし） 屁主 栗山千香子 季刊中国現代小説 45  蒼蒼社 1998 年 10 月 
578.  残雪 匿名者 匿名者 鷲巣益美 季刊中国現代小説 45  蒼蒼社 1998 年 10 月 
579.  朱文 もういいかい 可以開始了吗 堀内利恵 季刊中国現代小説 45  蒼蒼社 1998 年 10 月 
580.  李馮 ドミノ・ガール 多米諾女孩 飯塚容 季刊中国現代小説 45  蒼蒼社 1998 年 10 月 
581.  諶容 人、老年に到る 人到老年 高梨公江   創英社 1998 年 12 月 
582.  畢淑敏 助太刀 捉刀 堀内利恵 季刊中国現代小説 45  蒼蒼社 1999 年 1 月 
583.  史鉄生 境界 辺縁 関根謙 季刊中国現代小説 45  蒼蒼社 1999 年 1 月 
584.  范小青 晩景 晩景 田畑佐和子 季刊中国現代小説 45  蒼蒼社 1999 年 1 月 
585.  汪曾祺 鑑賞家 鑑賞家 土屋肇枝 季刊中国現代小説 48  蒼蒼社 1999 年 7 月 
586.  史鉄生 第一人称 第一人称 久米井敦子 季刊中国現代小説 48  蒼蒼社 1999 年 7 月 
587.  馮驥才 市井の人々 市井人物 立松昇一 季刊中国現代小説 48  蒼蒼社 1999 年 7 月 
588.  林白 回廊の椅子 回廊之椅 伊禮智香子 季刊中国現代小説 48  蒼蒼社 1999 年 7 月 
589.  張煒 池 一潭清水 杉本達夫 季刊中国現代小説 49  蒼蒼社 1999 年 10 月 
590.  裘山山 
お隣どうしじゃな
いですか 
們是隣居 宮入いずみ 季刊中国現代小説 49  蒼蒼社 1999 年 10 月 
591.  王安憶 叔父さんの物語 叔叔的故事 田畑佐和子 季刊中国現代小説 49  蒼蒼社 1999 年 10 月 





久米井敦子 季刊中国現代小説 50  蒼蒼社 
2000 年 1 月 
 













長城万里図 竹内実 晃洋書房 
1.2000 年 2 月 
2000 年 5 月 
2.2002 年 3 月 
2003 年 4 月 
3.2003 年 11 月 
2004 年 5 月 
4.2006 年 7 月 
2009 年 11 月 
5.2010 年 8 月 
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3  逆流と暗流 上 





5 黎明 上 
5 黎明 下 
6 霧の重慶 上 
 2011 年 5 月 
6.2012 年 10 月 
594.  高暁声 陳奐生 戦術 陳奐生戰術 天野節 
渡し舟―現代中国農民文学 
2 
 図書出版 2000 年 3 月 
595.  高暁声 大百姓 種田大戶 天野節 
渡し舟―現代中国農民文学 
2 
 図書出版 2000 年 3 月 





 文藝春秋 2000 年 4 月 
597.  史鉄生 鐘聲 鐘声 栗山千香子 季刊中国現代小説 51  蒼蒼社 2000 年 4 月 













2000 年 4 月、
10 月 
2001 年 7 月 
599.  魯羊 
青い模様のちりれ
んげ 
青花小匙 金子わこ 季刊中国現代小説 53  蒼蒼社 2000 年 10 月 
600.  史鉄生 赤いミニカー 玩具 横川澄枝 中国語 
中国語友
の会 
内山書店 2000 年 8 月 
601.  蘇童 火傷 焼傷 飯塚容 季刊中国現代小説 54  蒼蒼社 2001 年 1 月 
602.  朱文 やっぱり帰ろうよ 
我們還是回家
吧 
櫻庭ゆみ子 季刊中国現代小説 54  蒼蒼社 2001 年 1 月 
603.  彭見明 山の郵便配達 
那山 那人 那
狗 
大木康 山の郵便配達  集英社 2001 年 3 月 
604.  裘山山 寂しい高原 寂寞高原 宮入いずみ 季刊中国現代小説 55  蒼蒼社 2001 年 4 月 
605.  林希 滄浪の水澄めば 滄浪之水 井口晃 中国語 
中国語友
の会 
内山書店 2001 年 4､5 月 
606.  林希 さいはての二人 同是天涯 井口晃 中国語 中国語友 内山書店 2001 年 6 月 
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の会 
607.  遅子建 ナミダ 逝川 杉本達夫 季刊中国現代小説 56  蒼蒼社 2001 年 7 月 
608.  張抗抗 斜塔 斜厦 田畑佐和子 季刊中国現代小説 56  蒼蒼社 2001 年 7 月 
609.  残雪 弟 弟弟 近藤直子 現代中国女性文学傑作選 1 
田畑佐和
子・原善 
鼎書房 2001 年 9 月 
 鬼子 古弄 山道での遭遇 鷲巣益美 季刊中国現代小説 57  蒼蒼社 2001 年 9 月 





原始風景 土屋肇枝 季刊中国現代小説 57、58  蒼蒼社 
2001 年 9 月 
2002 年 1 月 






2002 年 1 月 
612.  遅子建 清水洗塵 年越し風呂 栗山千香子 季刊中国現代小説 58  蒼蒼社 2002 年 1 月 
613.  陳染 唇の中の陽光 嘴唇里的陽光 伊禮智香子 季刊中国現代小説 58  蒼蒼社 2002 年 1 月 
614.  趙本夫 狐仙女の婿えらび 狐仙擇偶記 永倉百合子 砕けた瓦  勉誠出版 2002 年 3 月 
615.  趙本夫 五元の得 多得了五元錢 永倉百合子 砕けた瓦  勉誠出版 2002 年 3 月 
616.  趙本夫 ロバを売る 賣驢 永倉百合子 砕けた瓦  勉誠出版 2002 年 3 月 
617.  阿来 アクトンパ 阿古頓巴 牧田英二 季刊中国現代小説 59  蒼蒼社 2002 年 4 月 






2002 年 4 月 
619.  鉄凝 赤い服の少女 
沒有紐扣的紅
襯衫 
池沢実芳 赤い服の少女  近代文芸社 2002 年 6 月 
620.  鉄凝 小酸棗 小酸棗 池沢実芳 赤い服の少女  近代文芸社 2002 年 6 月 
621.  鉄凝 葬式 喪事 池沢実芳 赤い服の少女  近代文芸社 2002 年 6 月 
622.  鉄凝 東山下の風景 東山下的風景 池沢実芳 赤い服の少女  近代文芸社 2002 年 6 月 
623.  鉄凝 ゆっくり帰ろう 漸漸歸去 池沢実芳 赤い服の少女  近代文芸社 2002 年 6 月 
624.  鉄凝 夜道 夜路 池沢実芳 赤い服の少女  近代文芸社 2002 年 6 月 
625.  喩金良 中国赫哲族の物語  
高雲山、竹中
良二 
 邢志強 日本僑報社 2002 年 6 月 
626.  孟志東 中国達斡爾族物語  
珠栄嗄・竹中
良二 
 邢志強 日本僑報社 2002 年 8 月 
627.  史鉄生 他者 別人 栗山千香子 季刊中国現代小説 61  蒼蒼社 2002 年 9 月 
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628.  莫言 飛蝗 蝗虫奇談 吉田富夫 至福のとき―莫言中短編集  平凡社 2002 年 9 月 
629.  孟淑珍 中国鄂倫春族物語  
高雲山・竹中
良二 
 邢志強 日本僑報社 2002 年 9 月 









冥 冥 牧田英二 季刊中国現代小説 62  蒼蒼社 2003 年 1 月 
632.  林白 瓶の中の水 瓶中之水 伊禮智香子 季刊中国現代小説 62  蒼蒼社 2003 年 1 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 






2003 年 10 月 
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2003 年 10 月 
647.  鉄凝 麦積み 麥稭垛 池沢実芳 棉積み  近代文芸社 2003 年 11 月 
648.  鉄凝 棉積み 棉花垛 池沢実芳 棉積み  近代文芸社 2003 年 11 月 
649.  莫言 赤い高粱  紅高粱家族 井口晃 岩波現代文庫  岩波書店 2003 年 12 月 







小学館文庫  小学館 2004 年 3 月 
651.  孔捷生 黒白の道（上）、（下） 黑白之道 大石智良 季刊中国現代小説 67、68  蒼蒼社 
2004 年 4 月、7
月 
652.  賈平凹 太白山記（抄） 太白山記 塩旗伸一郎 
同時代の中国文学 ミステ
リーインチャイナ 
釜屋修 東方書店 2006 年 3 月 
653.  張煒 冬景色 冬景 田井みず 火鍋子 68 号 谷川毅 翠書房 2006 年 10 月 
654.  路遥 姉 姐姐 安本実 路遥作品集  中国書店 2009 年 12 月 
655.  路遥 月下 月下 安本実 路遥作品集  中国書店 2009 年 12 月 





安本実 路遥作品集  中国書店 2009 年 12 月 
657.  路遥 人生 人生 安本実 路遥作品集  中国書店 2009 年 12 月 
658.  路遥 痛苦 痛苦 安本実 路遥作品集  中国書店 2009 年 12 月 
659.  莫言 鉄の子 鉄孩兒 藤井省三 透明な人参 : 莫言珠玉集  朝日出版社 2013 年 2 月 
 
